
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
春
部
の
２００
番
か
ら
２６４
番
ま
で
を
掲
載
す
る
。
凡
例
は
秋
部
（
上
）
と
同
じ
で
あ
る
の
で
省
略
す
る
。
担
当
者

は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

大
杉
里
奈
、
呉
慧
敏
、
風
岡
む
つ
み
、
加
藤
森
平
、
平
石
岳
、
廣
瀬
薫
、
竹
田
有
佳

禁
中
月

２００
に
し
に
な
る
ひ
か
り
も
あ
か
す
す
む
月
の
花
の
と
ほ
そ
の
明
か
た
の
空

拾
芥
抄
、
宮
城
部
、
月
華
門
。
西
謂
之
南
殿
西
向
門
。
安
福
校
書
両
殿
間
、
有
此
門
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
七
九
三
番
。
拾
芥
抄
、
宮
城
部
、
月
華
門
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
拾
芥
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

宮
中
の
月

西
に
沈
む
月
の
光
も
ま
だ
見
飽
き
ず
夜
を
明
か
し
、
美
し
い
月
華
門
の
扉
を
開
け
る
と
、
明
け
方
の
空
に
月
が
澄
ん
で
い
る
こ
と
だ
な

あ
。

― ９９ ―
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拾
芥
抄
、
宮
城
部
、
月
華
門
。
西
側
で
、
南
殿
（
紫
宸
殿
）
の
西
向
に
あ
る
門
を
い
う
。
安
福
殿
と
校
書
殿
の
二
つ
の
殿
舎
の
間

に
、
こ
の
門
は
あ
る
云
々
。

と
ぼ
そ

﹇
考
察
﹈「
枢
」
は
扉
ま
た
は
戸
を
指
し
、「
月
の
花
の
と
ぼ
そ
」
は
月
華
門
を
意
味
す
る
。
ま
た
「
花
の
」
は
美
称
。「
あ
か
す
」
に
「
飽

か
ず
」
と
「
明
か
す
」、「
明
け
が
た
」
に
「
開
け
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈『
拾
芥
抄
』
は
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
版
を
使
用
。
紫
宸
殿
の
東
に
は
日
華
門
が
あ
り
、
月
華
門
と
対
置
す
る
。（

平
石
岳
）

碧
２０１
雲
の
う
へ
や
花
の
あ
し
た
の
言
の
葉
も
お
よ
は
ぬ
月
の
秋
の
よ
の
そ
ら

古
今
序
云
、
古
し
へ
の
世
ゝ
の
御
門
、
春
の
花
の
あ
し
た
、
秋
の
月
の
夜
こ
と
に
、
さ
ふ
ら
ふ
人
�
�
を
め
し
て
、
こ
と
に
つ
け

つ
ゝ
歌
を
奉
ら
し
め
た
ま
ふ
。
あ
る
は
花
を
そ
ふ
と
て
、
た
よ
り
な
き
所
に
ま
と
ひ
、
あ
る
は
月
を
お
も
ふ
と
て
、
し
る
へ
な
き

闇
に
た
と
れ
る
心
�
�
を
見
た
ま
ひ
、
さ
か
し
お
ろ
か
な
り
と
し
ろ
し
め
し
け
む
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
五
一
六
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
二
二
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
今
集
序
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
宮
中
の
月
）

宮
中
で
は
（
春
の
）
花
の
咲
い
た
朝
も
、
雲
の
上
に
あ
る
秋
の
月
の
夜
空
に
は
言
葉
も
及
ば
な
い
な
あ
。

古
今
集
の
序
に
よ
る
と
、
昔
の
代
々
の
帝
王
は
、
花
の
咲
い
た
春
の
朝
や
、
秋
の
美
し
い
月
夜
ご
と
に
、
お
付
き
の
人
々
を
お
召

し
に
な
っ
て
、
何
事
か
に
つ
け
て
常
に
歌
の
詠
出
を
お
求
め
に
な
っ
た
。
ま
た
あ
る
時
は
思
い
を
花
に
託
し
て
作
歌
し
よ
う
と
、

手
が
か
り
の
な
い
場
所
を
さ
ま
よ
い
、
あ
る
時
は
月
を
愛
で
る
た
め
に
、
不
案
内
の
地
を
ま
ご
つ
き
歩
い
た
人
々
の
心
中
を
ご
覧

に
な
り
、
彼
ら
の
賢
愚
を
識
別
な
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）
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﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
仮
名
序
は
歌
の
起
源
に
立
ち
戻
り
、
歌
の
理
想
的
な
姿
を
古
代
の
帝
王
と
歌
の
関
わ
り
か
ら
辿
る
箇
所
。
当
歌
は
春

の
花
よ
り
、
宮
中
か
ら
見
え
る
秋
の
月
の
美
し
さ
の
方
が
勝
る
と
詠
む
。
春
と
秋
の
優
劣
を
論
議
す
る
春
秋
の
争
い
は
、
古
く
は
額
田

王
の
長
歌
（
万
葉
集
、
巻
一
、
一
六
番
）
に
見
ら
れ
る
。

﹇
参
考
﹈
当
歌
は
「
花
」
と
「
葉
」
が
縁
語
で
、「
雲
の
う
へ
」
は
宮
中
と
、
月
が
あ
る
雲
の
上
を
掛
け
る
。

（
平
石
岳
）

古
寺
月

２０２
此
こ
ろ
の
秋
も
見
か
て
ら
露
霜
の
野
寺
の
月
に
一
夜
あ
か
し
つ

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
八
六
三
番
、
二
三
四
七
番
。
雪
玉
集
、
四
七
三
八
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

古
寺
の
月

近
頃
の
秋
を
見
る
つ
い
で
に
、
露
が
結
ん
だ
り
霜
が
降
り
る
野
の
寺
で
月
を
見
て
一
夜
を
明
か
し
た
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
２０３
番
歌
と
同
じ
で
、
当
歌
の
第
二
句
「
秋
も
見
が
て
ら
」
は
『
源
氏
物
語
』
の
一
節
「
秋
の
野
も
見
た
ま
ひ
が
て
ら
」

を
踏
ま
え
る
。

（
風
岡
む
つ
み
）

２０３
こ
ゝ
に
て
も
う
き
人
し
も
と
月
や
み
ん
を
し
明
か
た
の
雲
の
林
に

榊
巻
云
、
秋
の
野
も
見
た
ま
ひ
か
て
ら
、
雲
林
院
に
ま
ふ
て
た
ま
へ
り
云
々
。
所
か
ら
に
、
い
と
ゝ
世
中
の
つ
ね
な
さ
を
お
ほ
し

あ
か
し
て
も
、
猶
、
う
き
人
し
も
と
そ
お
ほ
し
出
ら
る
ゝ
、
を
し
明
か
た
の
月
か
け
に
、
法
師
は
ら
の
、
あ
か
奉
る
と
て
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
二
九
○
番
。
源
氏
物
語
、
賢
木
巻
、
一
一
六
頁
、
一
一
七
頁
。

― １０１ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
う
き
人
し
も
と
そ
│
う
き
人
し
も
そ
と
て
」。

﹇
訳
﹈

（
古
寺
の
月
）

こ
こ
に
い
て
も
「
憂
き
人
し
も
」（
つ
れ
な
い
人
が
恋
し
い
）
と
思
っ
て
、
月
を
見
る
の
だ
ろ
う
か
。
空
が
明
け
て
来
る
こ
ろ
の
雲
が

群
が
っ
て
い
る
雲
林
院
で
。

賢
木
巻
に
よ
る
と
、（
光
源
氏
は
）
秋
の
野
辺
を
も
ご
ら
ん
に
な
り
が
て
ら
、
雲
林
院
に
参
詣
な
さ
っ
た
云
々
。
場
所
が
場
所
と

て
、
ひ
と
し
お
世
間
の
無
常
を
夜
通
し
お
考
え
に
な
る
に
つ
け
て
も
、
や
は
り
「
う
き
人
し
も
ぞ
」
と
あ
の
つ
れ
な
い
お
方
（
藤

壺
）
の
こ
と
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
れ
な
い
が
、
そ
の
明
け
方
の
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
法
師
た
ち
が
閼
伽
を
お
供

え
し
よ
う
と
し
て
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
桐
壺
帝
の
崩
御
に
伴
い
里
下
が
り
し
た
藤
壺
と
密
会
し
た
光
源
氏
が
、
そ
の
心
を
鎮
め
る
た
め
に
雲
林
院
に

参
籠
し
た
箇
所
。
光
源
氏
の
心
中
思
惟
で
あ
る
「
う
き
人
し
も
ぞ
」
の
出
典
は
、「
天
の
戸
を
お
し
あ
け
方
の
月
見
れ
ば
憂
き
人
し
も

ぞ
恋
し
か
り
け
る
」（
新
古
今
和
歌
集
、
恋
四
、
一
二
六
○
番
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
で
、
そ
の
第
二
句
「
お
し
あ
け
方
の
」
は
当
歌
の

第
四
句
に
引
用
。「
雲
の
林
」
は
群
が
っ
て
い
る
雲
の
有
様
を
林
に
見
立
て
て
い
う
語
で
、
雲
林
院
も
掛
け
る
。

つ
き
な
み

﹇
参
考
﹈『
雪
玉
集
』
の
歌
肩
に
「
永
正
九
七
月
次
」
と
あ
り
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
七
月
の
月
次
歌
。

（
風
岡
む
つ
み
）

樵
夫
帰
月

柏
２０４
斧
の
え
を
く
た
す
も
有
か
あ
か
な
く
に
一
夜
の
月
に
何
か
へ
る
ら
ん

王
質
事
実
、
註
于
春
部
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）
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﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
八
三
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
あ
か
な
く
に
│
あ
か
な
く
の
」。

﹇
訳
﹈

木
こ
り
、
月
夜
に
帰
る

（
ず
っ
と
眺
め
て
い
て
）
斧
の
柄
を
腐
ら
せ
る
ほ
ど
の
時
間
が
経
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
名
残
惜
し
い
の
に
、
こ
の
月
夜
に
な
ぜ
木

こ
り
は
帰
る
の
だ
ろ
う
か
。

王
質
の
故
事
は
、
春
の
部
に
注
が
あ
る
。（
５２
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
出
典
は
、
斧
の
柄
が
朽
ち
て
い
る
の
を
見
て
長
い
年
月
が
経
っ
て
い
た
事
に
気
づ
い
た
、
と
い
う
王
質
の
故
事
。
当
歌
は
斧
の

柄
が
朽
ち
る
ほ
ど
の
長
い
時
間
、
月
を
眺
め
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
帰
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
と
名
残
惜
し
く
思
う

気
持
ち
を
詠
む
。

（
廣
瀬
薫
）

樵
客
帰
月

同
２０５
月
の
う
ち
の
か
つ
ら
も
を
の
か
薪
と
や
ゆ
く
�
�
袖
の
う
へ
に
見
る
ら
む

酉
陽
雑
爼
。
見
于
夏
月
註
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
秋
、
樵
客
帰
月
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

木
こ
り
、
月
夜
に
帰
る

木
こ
り
は
月
の
中
に
あ
る
桂
も
自
分
の
薪
に
す
る
つ
も
り
で
、
帰
る
道
す
が
ら
（
涙
で
濡
れ
た
）
袖
の
上
に
映
る
月
を
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

酉
陽
雑
爼
。
夏
月
の
注
に
見
え
る
。（
１１９
番
歌
、
参
照
）

― １０３ ―
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﹇
考
察
﹈
出
典
は
、
月
に
あ
る
桂
を
伐
り
続
け
て
い
る
男
の
伝
説
で
、
そ
の
故
事
は
『
万
葉
集
』
に
も
見
ら
れ
る
。
当
歌
は
月
の
桂
を
高

貴
な
女
性
に
例
え
、
桂
の
木
を
薪
と
し
て
思
い
を
燃
や
し
、
叶
わ
ぬ
恋
に
泣
い
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

（
廣
瀬
薫
）

有
明
月

２０６
お
も
へ
と
も
命
な
か
き
は
有
明
の
か
た
は
な
か
ら
に
世
を
尽
せ
と
や

荘
子
、
天
地
篇
曰
、
寿
キ
時
ハ

則
多
シレ

辱
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
一
八
七
番
。
荘
子
、
三
七
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
荘
子
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

有
明
の
月

あ
れ
こ
れ
思
っ
て
も
（
死
ね
ず
に
）
寿
命
が
長
い
の
は
、
夜
明
け
の
空
に
残
っ
て
い
る
有
明
の
月
の
よ
う
に
、
見
苦
し
く
て
も
長
生
き

し
ろ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

荘
子
、
天
地
篇
に
よ
る
と
、
長
生
き
す
る
と
恥
を
か
く
こ
と
が
多
い
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
、
中
国
の
伝
説
上
の
聖
帝
で
あ
る
堯
が
華
に
出
か
け
た
時
、
国
境
に
い
る
隠
者
に
、「
堯
が
長
生
き
す
る
よ
う
に
、
あ
る

い
は
豊
か
に
な
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
男
子
が
多
く
生
ま
れ
る
よ
う
に
祈
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
堯
は
、「
ど
れ
も
必
要
な

い
」
と
答
え
た
。
引
用
個
所
は
、
祈
る
必
要
が
な
い
理
由
の
一
つ
。

（
廣
瀬
薫
）

月
前
行
客

２０７
更
ぬ
と
も
あ
は
れ
を
か
は
す
友
し
あ
ら
は
の
こ
り
の
月
に
猶
や
ゆ
か
ま
し

『
三
玉
挑
事
抄
』
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朗
詠
集
。
佳
―

人
尽
ク

飾
二

於
晨
―

粧
ヲ一

。
魏
―

宮
ニ

鐘
―

動
ク

。
遊
―

子
猶
ヲ

行
ク二

於
残
―

月
ニ一

。
函
谷
ニ

鶏
―

鳴
ク

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
七
九
六
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
巻
下
、
暁
、
四
一
六
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

月
下
の
旅
人

た
と
え
夜
が
更
け
て
も
、
心
を
通
わ
す
友
が
い
れ
ば
、（
旅
中
の
孟
嘗
君
の
よ
う
に
）
や
は
り
残
月
の
も
と
で
会
い
に
行
く
だ
ろ
う
か
。

和
漢
朗
詠
集
。
宮
女
た
ち
は
み
な
朝
の
お
化
粧
を
し
て
美
し
く
よ
そ
お
っ
て
い
る
。
今
し
が
た
、
明
け
方
を
告
げ
る
魏
宮
の
鐘
が

鳴
っ
た
か
ら
だ
。
旅
中
に
あ
る
孟
嘗
君
は
残
月
の
下
で
歩
き
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
幸
い
に
も
鶏
が
暁
の
刻
を
告
げ
て
鳴
い
た

（
た
め
に
関
所
の
門
が
開
い
た
）
か
ら
だ
。

﹇
考
察
﹈
函
谷
関
は
秦
が
東
方
か
ら
の
侵
入
に
備
え
た
関
所
で
、
絶
壁
に
囲
ま
れ
た
難
所
。
夜
は
閉
ざ
さ
れ
、
鶏
が
鳴
い
て
か
ら
通
行
人

を
通
す
決
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
夜
に
孟
嘗
君
が
追
手
か
ら
逃
げ
て
こ
の
関
を
通
る
た
め
、
彼
の
食
客
の
一
人
が
鶏
の
鳴
き
真
似

を
し
て
欺
い
た
と
す
る
故
事
が
『
史
記
』「
孟
嘗
君
伝
」
に
見
ら
れ
る
。

（
加
藤
森
平
）

月
似
弓

２０８
と
は
ゝ
や
な
ま
ゆ
み
月
弓
月
影
は
い
か
な
る
し
な
か
有
明
の
空

梁
塵
秘
抄
、
神
楽
歌
。
弓
と
い
へ
は
し
な
ゝ
き
物
を
梓
弓
ま
ゆ
み
月
弓
品
こ
そ
有
ら
し

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
三
三
七
番
。
梁
塵
愚
案
抄
、
巻
上
、
神
楽
、
弓
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
梁
塵
愚
案
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈
月
、
弓
に
似
る

問
い
た
い
も
の
だ
な
あ
。
有
明
の
空
に
見
え
て
い
る
月
影
は
真
弓
か
槻
弓
か
、
ど
の
よ
う
な
品
種
の
弓
（
に
似
て
い
る
の
）
だ
ろ
う

― １０５ ―
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か
。

梁
塵
秘
抄
、
神
楽
歌
。

弓
と
い
え
ば
、
品
種
に
よ
る
差
が
な
い
も
の
よ
。
梓
弓
だ
の
、
真
弓
だ
の
槻
弓
だ
の
と
、
種
々
あ
る
ら
し
い
。

﹇
考
察
﹈
神
楽
歌
に
よ
る
と
、
弓
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
る
が
優
劣
の
差
は
な
い
、
と
す
る
。
そ
れ
で
も
今
見
て
い
る
月
は
、
ど
の
よ
う

な
弓
に
似
て
い
る
か
問
い
た
い
、
と
当
歌
は
詠
む
。「
梁
塵
秘
抄
、
神
楽
歌
」
と
あ
る
が
、
現
存
す
る
後
白
河
院
編
『
梁
塵
秘
抄
』
に

は
神
楽
歌
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
梁
塵
秘
抄
」
は
巻
末
の
引
用
書
目
に
あ
る
『
梁
塵
愚
案
抄
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
梁

塵
愚
案
抄
』
は
一
条
兼
良
が
著
わ
し
た
神
楽
歌
と
催
馬
楽
の
注
釈
書
で
、
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
以
前
に
成
立
。
元
禄
二
年
（
一
六

八
九
）
版
を
使
用
。

﹇
参
考
﹈
神
楽
歌
の
結
句
「
品
こ
そ
有
ら
し
」
は
重
種
本
系
の
本
文
。
鍋
島
家
本
（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
収
録
）
で
は
「
品
も
も

と
め
ず
」。

（
加
藤
森
平
）

月
似
鏡

２０９
山
と
り
も
音
に
や
た
て
ま
し
ま
す
鏡
そ
れ
か
と
月
の
す
め
る
尾
上
に

事
文
類
聚
後
集
、
四
十
二
巻
曰
、
昔
、
―

賓
―

王
、
結
二

ヲ

峻
卯
之
山
ニ一

、
穫
二

一
ノ

鸞
鳥
ヲ一

。
王
甚
タ

愛
シレ

之
ヲ

、
欲
二

其
ノ

鳴
ン
コ
ト
ヲ

一

而

不
レ

能
レ

致
ス
コ
ト

。
乃
シ

飾
ル
ニ

以
二

金
│

樊
一

、
饗
ス
ル
ハ

以
二

珍
│

羞
ヲ一

対
シ
テ
レ

之
ニ

逾
―

戚
ム

。
三
―

年
マ
テ

不
レ

鳴
、
其
ノ

夫
│

人
ノ

曰
、「
嘗
テ│

聞
ク

鳥

見
二

其
ノ

類
ヲ一

而
後
鳴
ク
ト

。
何
ソ

不
二

懸
テレ

鏡
ヲ

映
一

」。
王
従
二

其
ノ

意
ニ一

鸞
覩
テレ

形
ヲ

悲
―

鳴
ノ

哀
シ
ム

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
三
三
三
番
。
事
文
類
聚
後
集
、
巻
四
二
、
鸞
鳥
詩
序
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
和
刻
古
今
事
文
類
聚
』「
何
ソ

不
二

懸
テレ

鏡
ヲ

映
一

。
│
何
ソ

不
二

懸
テレ

鏡
ヲ

以
テ

映
セ一

也
。」。

﹇
訳
﹈

月
、
鏡
に
似
る

山
鳥
も
声
を
立
て
て
鳴
く
だ
ろ
う
か
。
山
頂
で
真
澄
鏡
の
よ
う
に
澄
ん
で
い
る
月
に
（
向
か
っ
て
）。

事
文
類
聚
後
集
、
四
十
二
巻
に
よ
る
と
、
昔
、

賓
の
王
が
峻
卯
の
山
に
網
を
仕
掛
け
て
一
羽
の
鸞
鳥
を
獲
っ
た
。
王
は
そ
の
鳥

を
と
て
も
愛
し
、
そ
の
鸞
鳥
の
声
を
聞
こ
う
と
し
た
が
鳴
か
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
金
の
鳥
籠
を
飾
っ
た
り
、
珍
し
い
食
べ

物
を
食
べ
さ
せ
た
り
し
て
、
そ
の
鳥
を
ま
す
ま
す
可
愛
が
っ
た
。
三
年
経
っ
て
も
鳴
か
ず
、
王
の
夫
人
が
、「
鳥
は
同
じ
種
類
の

鳥
を
見
る
と
後
に
鳴
く
、
と
か
つ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ど
う
し
て
鏡
を
懸
け
て
映
さ
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
。
王
は
言
わ
れ

た
こ
と
に
従
い
（
鸞
鳥
に
鏡
を
見
せ
る
と
）、
鸞
鳥
は
自
分
の
姿
を
見
て
悲
鳴
し
悲
し
ん
だ
。

﹇
考
察
﹈『
事
文
類
聚
』
は
宋
の
祝
穆
が
編
纂
し
た
類
書
。
前
集
六
〇
巻
、
後
集
五
〇
巻
、
続
集
二
八
巻
、
別
集
三
二
巻
。
淳
祐
六
年
（
一

二
四
六
）
成
立
。『
藝
文
類
聚
』『
初
学
記
』
の
体
裁
に
な
ら
い
、
古
今
の
群
書
の
要
語
・
事
実
・
詩
文
を
集
め
て
分
類
し
た
も
の
。

賓
は
北
イ
ン
ド
の
カ
シ
ミ
ー
ル
地
方
も
し
く
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
に
在
っ
た
と
さ
れ
る
国
。
当
歌
は
『
事
文
類
聚
』
の
故
事
を
踏
ま
え

て
、
鏡
の
よ
う
に
澄
ん
で
い
る
月
を
山
鳥
は
鏡
と
見
ま
ち
が
え
て
鳴
く
だ
ろ
う
か
と
詠
む
。

﹇
参
考
﹈『
和
刻
古
今
事
文
類
聚
』
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
版
を
使
用
。「
山
鳥
、
友
を
恋
ひ
て
、
鏡
を
見
す
れ
ば
、
な
ぐ
さ
む
ら
む
、

心
わ
か
う
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。」（『
枕
草
子
』
三
九
段
「
鳥
は
」）。

（
大
杉
里
奈
）

月
前
鐘

２１０
此
こ
ろ
の
月
に
夢
み
る
里
は
あ
ら
し
ね
よ
と
の
か
ね
は
声
を
た
ゝ
な
ん

― １０７ ―
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小
学
、
善
行
篇
。
至
二

人
―

定
―

鐘
ニ一

然
シ
テ
―

後
ニ

帰
レ

寝
ニ

云
云
。

ヲ

ネ

ヨ
ト
ノ
カ
ネ
ハ
ウ
ツ
ナ

レ

ト

ヲ

シ
ヲ
モ
ヘ
ハ
イ
ネ
カ
テ
ヌ
カ
モ

万
葉
集
、
巻
四
。
皆
人
乎
宿
与
殿
金
者
打
奈
礼
杼
君
乎
之
念
者
寝
不
勝
鴨

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
三
四
〇
番
。
小
学
、
善
行
第
六
、
四
六
二
頁
。
万
葉
集
、
巻
四
、
六
〇
七
番
。

ウ
ツ
ナ

レ

ト

ウ
ツ
ナ
レ
ト

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
小
学
』
ナ
シ
。『
万
葉
集
』（
寛
永
版
）「
打
奈
礼
杼
│
打
礼
杼
」。

﹇
訳
﹈

月
の
前
の
鐘

近
頃
の
（
美
し
い
）
月
で
は
、（
月
見
で
夜
更
か
し
し
て
）
夢
を
見
る
里
は
な
い
だ
ろ
う
。
寝
よ
と
合
図
す
る
鐘
は
鳴
っ
て
ほ
し
く
な

い
な
あ
。

小
学
、
善
行
編
。
亥
の
刻
の
鐘
が
鳴
っ
て
か
ら
寝
室
に
帰
る
云
々
。

万
葉
集
、
巻
四
。
皆
の
者
寝
よ
と
合
図
す
る
鐘
は
鳴
っ
て
い
る
が
、
あ
な
た
の
こ
と
を
思
う
と
眠
れ
な
い
な
あ
。

﹇
考
察
﹈『
小
学
』
は
、
南
宋
の
朱
熹
の
弟
子
に
あ
た
る
劉
子
澄
の
編
。
古
今
の
書
か
ら
教
学
の
要
旨
や
修
養
の
方
法
な
ど
、
小
学
教
育
に

関
す
る
部
分
を
抄
録
し
た
も
の
。『
万
葉
集
』
の
第
二
句
「
寝
よ
と
の
鐘
」
は
、
晨
朝
・
日
中
・
日
没
・
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
の
六
回

に
陰
陽
寮
で
鳴
ら
す
鐘
の
一
つ
で
、
午
後
七
時
か
ら
八
時
頃
に
打
ち
鳴
ら
す
鐘
。
当
歌
の
結
句
「
声
を
た
た
な
ん
」
は
「
立
た
な
ん
」

（
声
を
立
て
て
ほ
し
い
）
で
は
な
く
、「
断
た
な
ん
」（
声
を
絶
っ
て
ほ
し
い
）
と
解
釈
す
る
。

（
大
杉
里
奈
）

柏
２１１
雲
に
あ
ふ
あ
か
つ
き
月
に
も
れ
出
て
ひ
と
り
く
ま
な
き
か
ね
の
声
哉

古
今
序
。
ま
へ
に
し
る
し
侍
る
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
一
九
番
。
古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
、
二
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。
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﹇
訳
﹈

（
月
の
前
の
鐘
）

夜
明
け
前
に
雲
に
出
会
っ
て
隠
れ
た
月
か
ら
漏
れ
出
る
の
は
、
澄
ん
で
聞
こ
え
る
鐘
の
音
だ
け
だ
な
あ
。

古
今
和
歌
集
、
仮
名
序
。
前
に
記
し
て
い
ま
す
。（
５７
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
古
今
和
歌
集
の
仮
名
序
の
一
節
「
秋
の
月
を
み
る
に
暁
の
雲
に
あ
へ
る
が
ご
と
し
」
を
踏
ま
え
る
。

（
呉
慧
敏
）

月
前
枕

同
２１２
月
に
も
や
み
る
心
地
せ
ん
三
の
嶋
十
の
洲
を
も
つ
け
の
ま
く
ら
に

開
元
遺
事
曰
、
亀
―

茲
―

国
進
レ

枕
ヲ

。
其
ノ

色
若
二

瑪
瑙
一

、
温
│

潤
如
レ

玉
、
製
作
甚
タ

工
ナ
リ

。
枕
シ
テ
レ

之
ヲ

而
寐
ル
時
ハ

―

則
十
―

洲
三
―

嶋
尽
ク

在
二

夢
―

中
一

。
帝
因
テ

号
ス二

遊
│

仙
ノ

枕
ト一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
一
八
番
。
開
元
天
宝
遺
事
、
巻
一
、
遊
仙
枕
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
開
元
天
宝
遺
事
』「
進
枕
│
進
奉
枕
一
枚
」「
若
│
如
」「
温
潤
│
温
温
」「
製
作
甚
工
│
其
製
作
甚

樸
素
」「
枕
之
而
寐
│
若
枕
之
」「
十
洲
三
嶋
│
十
洌
三
島
四
海
五
湖
」「
夢
中
│
夢
中
所
見
」「
号
│
立
名
為
」。

﹇
訳
﹈

月
の
前
の
枕

つ

げ

（
仙
境
で
あ
る
）
三
嶋
と
十
洲
（
の
在
り
か
）
を
告
げ
る
柘
植
の
枕
で
（
眠
る
と
）、
月
の
も
と
で
（
そ
れ
ら
を
夢
の
中
で
）
見
る
よ
う

な
心
地
が
す
る
だ
ろ
う
か
。

開
元
遺
事
に
よ
る
と
、
亀
茲
国
か
ら
枕
が
献
上
さ
れ
た
。
そ
の
枕
の
色
は
瑪
瑙
の
よ
う
で
あ
り
、
温
潤
さ
は
玉
の
よ
う
で
あ
り
、

製
作
は
甚
だ
巧
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
枕
に
し
て
寝
る
と
、
十
洲
三
島
は
す
べ
て
夢
の
中
に
現
わ
れ
る
。
よ
っ
て
帝
は
（
そ
の
枕
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を
）
遊
仙
枕
と
名
づ
け
た
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
結
句
「
つ
げ
」
は
「
告
げ
」
と
「
柘
植
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈『
開
元
天
宝
遺
事
』
は
唐
の
開
元
・
天
宝
時
代
（
七
一
三
〜
七
五
六
）
に
お
け
る
、
宮
中
瑣
事
お
よ
び
宮
廷
内
外
の
風
情
習
俗
を

記
し
た
も
の
。
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
版
を
使
用
。
そ
の
本
文
で
は
「
後
賜
与
楊
国
忠
」
と
続
き
、
楊
貴
妃
の
従
兄
弟
に
あ
た
り

安
禄
山
の
乱
で
誅
殺
さ
れ
た
楊
国
忠
に
下
賜
さ
れ
た
。
ま
た
、
五
山
僧
の
月
船
寿
桂
（
生
没
一
四
六
〇
〜
一
五
三
三
年
）
に
は
、「
遊

仙
枕
」
を
題
に
し
た
漢
詩
「
一
枕
仙
遊
青
書
長
。
十
洲
三
島
黒
甜
郷
。
明
皇
未
識
神
山
路
。
只
愛
春
風
睡
海
棠
」
が
あ
る
。（

呉
慧
敏
）

月
前
蛩

柏
２１３
き
り
�
�
す
を
の
か
宿
り
に
あ
ら
し
て
も
か
へ
の
隙
も
る
月
を
た
に
み
ん

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
二
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

き
り
ぎ
り
す

﹇
訳
﹈

月
下
の
蛩

き
り
ぎ
り
す
よ
、（
こ
こ
が
）
自
分
の
住
居
で
は
な
く
荒
れ
て
い
て
も
、
せ
め
て
壁
の
隙
か
ら
漏
れ
る
月
を
見
る
が
よ
い
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
２１４
番
歌
、
参
照
。「
あ
ら
し
」
に
「
あ
ら
じ
」
と
「
荒
ら
し
」
を
掛
け
る
。

（
竹
田
有
佳
）

秋
歌
中

２１４
か
へ
の
底
も
さ
そ
な
雨
夜
の
蛩
ぬ
れ
て
鳴
よ
る
と
も
し
ひ
の
影

月
令
曰
、
季
―

夏
ノ

之
月
律
在
二

林
│

鐘
ニ一

、
温
│

風
始
―テ

至
テ

、
蟋
―

蟀
居
レ

壁
ニ

。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

― １１０ ―



﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
九
四
番
。
礼
記
、
上
巻
、
二
四
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
礼
記
』「
律
在
二

林
│

鐘
一

│
律
中
二

林
│

鐘
一

」。

﹇
訳
﹈

秋
歌
の
中

雨
が
降
る
夜
、
壁
の
奥
も
さ
ぞ
か
し
濡
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
灯
火
に
鳴
き
な
が
ら
近
づ
く
き
り
ぎ
り
す
が
濡
れ
て
い
る
か
ら
な
あ
。

月
令
に
よ
る
と
、
季
夏
の
月
（
六
月
）
の
律
は
林
鐘
に
あ
り
、
涼
風
が
吹
き
そ
め
、
蟋
蟀
が
壁
を
這
う
。

﹇
考
察
﹈「
月
令
」
は
『
礼
記
』
の
一
篇
で
、
一
年
の
暦
や
行
事
に
つ
い
て
記
す
。「
林
鐘
」
は
中
国
音
楽
の
十
二
律
の
一
つ
で
、
八
番
目

の
音
を
指
す
。

﹇
参
考
﹈『
礼
記
』
の
本
文
異
同
に
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
版
『
礼
記
集
説
』
を
使
用
。

（
竹
田
有
佳
）

水
郷
月

柏
２１５
は
る
�
�
と
月
に
見
わ
た
す
う
ち
は
し
の
絶
ま
を
雲
に
お
も
ふ
空
哉

浮
舟
巻
。
宇
治
は
し
の
は
る
�
�
と
見
わ
た
さ
る
ゝ
に
、
柴
つ
み
ふ
ね
の
所
�
�
に
行
ち
か
ひ
た
る
な
と
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
八
九
二
番
。
源
氏
物
語
、
浮
舟
巻
、
一
四
五
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

水
郷
の
月

月
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
は
る
か
に
見
わ
た
さ
れ
る
宇
治
橋
の
絶
え
間
が
、（
月
が
の
ぞ
く
）
雲
の
絶
え
間
に
重
ね
ら
れ
る
空
だ
な
あ
。

浮
舟
の
巻
。
宇
治
橋
が
は
る
か
に
見
わ
た
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
柴
を
積
ん
だ
舟
が
あ
ち
こ
ち
で
行
き
交
っ
て
い
る
な
ど
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
久
し
ぶ
り
に
宇
治
に
訪
れ
た
薫
が
、
浮
舟
の
大
人
び
た
さ
ま
を
好
ま
し
く
思
い
、
京
に
迎
え
る
準
備
が
進
ん

― １１１ ―
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で
い
る
こ
と
を
伝
え
た
が
、
匂
宮
と
の
秘
事
を
持
つ
浮
舟
が
泣
き
だ
し
た
こ
と
に
と
ま
ど
い
、
外
の
景
色
を
眺
め
て
い
る
場
面
。

（
平
石
岳
）

社
頭
月

同
２１６
秋
の
霜
こ
ゝ
に
置
け
る
光
を
も
月
に
そ
み
つ
る
ふ
る
の
神
か
き

キ
リ
ヲ
ロ
チ

ア
ラ
マ
サ

イ
ソ
ノ
カ
ミ

神
代
巻
曰
、
其
断
シレ

蛇
ヲ

剣
、
号
テ

曰
二

蛇
ノ

之
麁
正
ト一

。
此
、
今
在
ス二

石
上
ニ一

也
云
云
。

朗
詠
集
、
順
。
雄
―

剣
在
レ

腰
抜
ク
ト
キ
ハ

則
秋
ノ―

霜
三
―

尺
、
雌
黄
自
レ

口
吟
ス
レ
ハ

亦
寒
玉
一
│

声
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
八
六
一
番
・
二
二
五
二
番
。
雪
玉
集
、
四
五
四
八
番
。
日
本
書
紀
、
神
代
巻
、
九
六
頁
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
将
軍
、

六
八
六
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
月
に
そ
み
つ
る
│
月
に
は
う
つ
る
」（
柏
玉
集
、
八
六
一
番
）。『
日
本
書
紀
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

社
の
前
の
月

ふ

る
布
留
の
社
（
石
上
神
宮
）
の
垣
根
に
お
り
た
秋
の
霜
が
、
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
輝
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
当
社
に
祭
ら
れ
て
い

る
、
秋
霜
に
も
例
え
ら
れ
る
霊
剣
「
蛇
之
麁
正
」
が
輝
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
な
あ
。

す
さ
の
を
の
み
こ
と

や
ま
た
の
を
ろ
ち

を
ろ
ち
の
あ
ら
ま
さ

神
代
の
巻
に
よ
る
と
、（
素
戔
嗚
尊
が
）
八
岐
大
蛇
を
斬
っ
た
そ
の
剣
を
、
名
付
け
て
「
蛇
之
麁
正
」
と
い
う
。
こ
れ
は
今
、
石

上
神
宮
に
安
置
さ
れ
て
い
る
云
々
。

和
漢
朗
詠
集
、
源
順
。
雄
剣
の
よ
う
な
三
尺
も
あ
る
名
剣
を
腰
に
佩
し
、
抜
け
ば
秋
の
霜
の
よ
う
に
鋭
い
光
を
放
つ
。
文
字
消
し

に
使
わ
れ
た
雌
黄
を
口
に
含
ん
だ
か
の
よ
う
に
、
充
分
に
推
敲
さ
れ
た
美
し
い
文
章
を
吟
じ
る
と
、
ま
る
で
澄
ん
だ
玉
が
一
声
震

え
る
よ
う
に
響
く
。
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く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
は
八
岐
大
蛇
退
治
の
場
面
で
、
こ
の
と
き
大
蛇
の
体
内
か
ら
出
て
き
た
の
が
草
薙
剣
。『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
藤

原
伊
尹
が
文
武
両
道
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
称
え
た
も
の
。「
雄
剣
」
は
中
国
春
秋
時
代
の
干
将
が
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
雌
雄
二
剣
の

ひ
と
つ
。「
秋
霜
」
は
刀
剣
の
比
喩
。「
雌
黄
」
は
樹
脂
の
一
種
で
、
古
代
中
国
で
文
字
消
し
に
使
用
。「
寒
玉
」
は
清
ら
か
な
容
貌
、

声
、
水
、
月
な
ど
の
比
喩
。
和
歌
の
「
置
け
る
」
は
、
霜
が
降
り
る
こ
と
と
、
剣
を
据
え
置
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

﹇
参
考
﹈『
日
本
書
紀
』
の
本
文
異
同
に
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
を
使
用
。

（
平
石
岳
）

月
前
神
祇

２１７
秋
の
月
う
つ
り
て
す
む
も
石
清
水
む
か
し
の
袖
の
ひ
か
り
を
そ
思
ふ

神
社
考
引
二

本
朝
僧
史
一

曰
、
世
ニ

言
、
教
カ

所
レ

見
太
―

神
ノ

本
―

身
於
レ

是
弥
陀
観
音
勢
至
ノ

三
│

像
現
二

袈
裟
ノ

上
ニ一

云
云
。

又
見
于
続
故
事
談
、
四
巻
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
三
六
二
番
。
本
朝
神
社
考
、
一
。
続
古
事
談
、
四
│
一
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
本
朝
神
社
考
』「
教
見
太
神
│
教
見
大
神
」。

﹇
訳
﹈

月
の
前
の
神
祇

秋
の
月
が
岩
の
間
か
ら
湧
き
出
る
水
に
映
り
澄
ん
で
い
る
に
つ
け
て
も
、
昔
、
僧
侶
の
袖
に
映
っ
た
石
清
水
八
幡
宮
の
後
光
を
思
う
こ

と
だ
な
あ
。

本
朝
神
社
考
が
引
く
本
朝
僧
史
に
よ
る
と
、
世
間
で
は
、
教
（
と
い
う
僧
侶
）
が
見
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
八
幡
神
の
本
来
の
姿

が
、
こ
こ
に
お
い
て
阿
弥
陀
如
来
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の
三
像
と
し
て
袈
裟
の
上
に
現
わ
れ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
云
々
。

― １１３ ―
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ま
た
、
続
古
事
談
の
巻
四
に
見
え
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
の
第
三
句
「
石
清
水
」
は
、
普
通
名
詞
（
岩
の
間
か
ら
湧
き
出
る
水
）
と
固
有
名
詞
（
石
清
水
八
幡
宮
）
を
掛
け
る
。
第

四
句
「
む
か
し
の
袖
」
は
『
本
朝
神
社
考
』
な
ど
に
見
え
る
説
話
で
、
八
幡
神
の
本
来
の
姿
は
阿
弥
陀
如
来
・
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩

の
三
尊
で
あ
り
、
そ
の
姿
が
袈
裟
の
袖
の
上
に
現
わ
れ
た
と
い
う
話
を
踏
ま
え
る
。
そ
の
僧
の
名
前
を
『
本
朝
神
社
考
』
で
は

「
教
」、『
続
古
事
談
』
で
は
「
行
教
」
と
す
る
。

﹇
参
考
﹈『
本
朝
神
社
考
』
は
林
羅
山
の
著
作
で
、
諸
国
の
神
社
の
源
流
を
考
証
し
て
神
仏
習
合
を
非
難
し
、
神
儒
合
一
を
唱
え
た
も
の
。

本
文
異
同
に
は
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
版
を
使
用
。

（
廣
瀬
薫
）

釣
夫
歌
月

柏
２１８
秋
の
水
す
め
ら
は
何
を
あ
ら
磯
の
月
に
そ
な
れ
て
う
た
ふ
舟
人

文
選
、
漁
―

父
辞
。
漁
―

父
莞
―

尓
ト
シ
テ

而
笑
テ

鼓
テレ

枻
ヲ

而
去
ル

。
乃
シ

歌
テ

曰
、「
滄
浪
ノ

之
水
清
メ
ラ
ハ

兮
可
三

以
テ

濯
二

吾
カ

纓
ヲ一

。
滄
│

浪
ノ

之

水
濁
ラ
ハ

兮
可
三

以
濯
二

吾
カ

足
ヲ一

」。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
一
一
番
。
雪
玉
集
、
一
五
三
四
番
。
文
選
、
文
章
篇
上
、
七
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
釣
夫
歌
月
│
漁
父
棹
月
（
柏
玉
集
）
│
歌
題
ナ
シ
（
雪
玉
集
）」。『
文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

魚
釣
り
の
男
性
、
月
に
歌
う

秋
の
水
が
澄
ん
で
い
る
な
ら
ば
何
を
洗
お
う
か
と
、
荒
波
に
も
慣
れ
て
、
岩
の
多
い
海
岸
で
月
に
歌
う
舟
人
だ
な
あ
。

文
選
、
漁
夫
の
辞
。
漁
夫
は
に
っ
こ
り
と
笑
い
、
櫂
を
音
高
く
漕
ぎ
な
が
ら
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
歌
っ
て
言
う
に
は
、
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「
漢
水
の
下
流
の
水
が
清
ら
か
に
澄
ん
で
い
る
時
は
、
そ
の
水
で
私
の
冠
の
紐
を
洗
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
漢
水
の
下
流
の
水
が

汚
く
濁
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
水
で
私
の
汚
れ
た
足
を
洗
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
と
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
屈
原
の
「
漁
夫
」。
世
の
清
濁
を
川
の
清
濁
に
た
と
え
て
、
世
に
正
道
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
宮
廷
に
出
仕
し
、
世
が
乱
れ

て
い
れ
ば
官
を
辞
す
こ
と
を
歌
う
。
当
歌
の
「
あ
ら
磯
」
に
「
洗
い
」
を
掛
け
る
。

（
廣
瀬
薫
）

臨
水
待
月

同
２１９
水
に
近
き
う
て
な
の
う
へ
に
待
出
て
月
は
手
に
と
る
光
と
や
み
ん

宋
蘇
鱗
詩
。
近
キレ

水
ニ

楼
―

台
ハ

先
ツ

得
レ

月
ヲ

云
云
。
見
于
萬
姓
統
譜
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
八
二
五
番
。
萬
姓
統
譜
、
巻
一
二
、
蘇
鱗
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
臨
水
待
月
│
谷
月
」。『
萬
姓
統
譜
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

水
辺
に
臨
み
月
を
待
つ

水
辺
に
近
い
高
殿
の
上
で
月
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
、
月
は
手
に
取
れ
る
光
の
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
か
。

宋
蘇
鱗
の
詩
。
水
辺
に
立
つ
楼
台
で
は
、
他
所
よ
り
も
先
に
月
が
見
ら
れ
る
云
々
。
萬
姓
統
譜
に
見
え
る
。

﹇
参
考
﹈『
万
姓
統
譜
』
は
明
の
淩
廸
知
の
撰
、
百
四
十
六
巻
。
万
姓
を
統
括
し
た
系
譜
と
い
う
意
味
で
、
上
古
か
ら
明
の
中
頃
ま
で
の
人

名
を
、
二
十
一
史
の
列
伝
や
通
志
・
統
志
・
郡
邑
志
な
ど
の
書
中
か
ら
抜
抄
し
た
も
の
。

（
加
藤
森
平
）

秋布
引
滝

― １１５ ―
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柏
２２０
く
れ
ゆ
か
は
い
さ
此
山
に
待
出
ん
月
の
ひ
か
り
も
布
引
の
滝

い
せ
物
語
。
い
さ
、
こ
の
山
の
か
み
に
あ
り
と
い
ふ
ぬ
の
引
の
瀧
、
見
に
の
ほ
ら
ん
と
い
ひ
て
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
八
二
〇
番
。
伊
勢
物
語
、
八
七
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
布
引
の
滝

日
が
暮
れ
て
い
く
な
ら
ば
、
さ
あ
、
こ
の
山
の
上
に
あ
る
布
引
の
滝
で
、
月
が
出
る
の
を
待
と
う
。
月
の
光
も
布
引
の
滝
（
の
よ
う
に

降
り
注
ぐ
だ
ろ
う
）。

伊
勢
物
語
。「
さ
あ
、
こ
の
山
の
上
に
あ
る
と
い
う
布
引
の
滝
を
見
に
登
ろ
う
」
と
言
っ
て
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
は
、
男
が
有
名
な
滝
を
見
に
登
山
し
た
話
。
布
引
の
滝
は
六
甲
山
の
南
側
、
神
戸
市
を
流
れ
る
生
田
川
上
流
の

滝
。

﹇
参
考
﹈「
ぬ
の
び
き
の
滝
と
き
き
し
は
雲
ゐ
よ
り
月
の
光
の
お
つ
る
な
り
け
り
」（
出
観
集
、
四
一
九
番
、
月
映
滝
水
）、「
山
か
ぜ
に
雲

の
し
が
ら
み
よ
わ
か
ら
じ
月
さ
へ
お
つ
る
布
曳
の
た
き
」（
寂
蓮
法
師
集
、
三
四
三
番
。
津
の
国
の
あ
し
屋
と
い
ふ
所
に
し
ほ
ゆ
あ
み

け
る
時
、
ぬ
の
び
き
の
滝
見
に
ま
か
り
て
、
月
の
出
づ
る
ま
で
あ
り
け
る
）。

（
加
藤
森
平
）

秋
声

２２１
お
も
ひ
わ
く
身
に
こ
そ
と
ま
れ
秋
の
声
木
の
ま
に
有
と
誰
か
い
ひ
け
ん

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
九
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
声
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秋
の
声
は
違
い
が
分
か
る
わ
が
身
に
留
ま
る
の
に
、
秋
の
声
は
木
の
間
に
あ
る
と
、
誰
が
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈
２２２
番
歌
の
出
典
を
踏
ま
え
て
、
秋
の
訪
れ
は
木
の
間
で
は
な
く
、
雨
音
な
ど
と
枝
の
鳴
る
音
と
を
聞
き
分
け
ら
れ
る
わ
が
身
に

留
ま
る
と
詠
む
。

﹇
参
考
﹈「
い
つ
と
て
も
月
は
か
く
こ
そ
あ
れ
と
て
、
思
ひ
わ
か
ざ
ら
む
人
は
、
無
下
に
心
憂
か
る
べ
き
事
な
り
。」（
徒
然
草
、
二
一
二

段
）
で
は
、
秋
の
月
を
ほ
か
の
季
節
の
月
と
区
別
す
る
。

（
大
杉
里
奈
）

柏
２２２
た
ち
出
て
し
る
へ
き
秋
の
声
な
ら
し
只
月
ほ
し
の
深
き
よ
の
空

秋
声
賦
曰
、「
汝
出
テ

視
ヨレ

之
ヲ

」。
童
―

子
ノ

曰
、「
星
―

月
皎
―

潔
ト
シ
テ

明
│

河
在
レ

天
ニ

、
四
ニ

無
二

人
―

声
一

ハ々

在
二

樹
間
一

」。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
四
七
番
。
古
文
真
宝
後
集
、
四
三
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
秋
の
声
）

外
に
出
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
秋
の
声
だ
な
あ
。（
雨
音
で
は
な
く
）
た
だ
月
や
星
が
輝
く
夜
更
け
の
空
に
（
木
の
枝
が
鳴
っ
て
い
る

の
だ
な
あ
）。

秋
声
賦
に
よ
る
と
、「
お
前
、
家
の
外
に
出
て
調
べ
て
見
よ
」。
童
子
は
言
っ
た
。「
星
や
月
が
白
く
輝
い
て
清
ら
か
で
、
天
の
川

は
空
に
あ
り
、
あ
た
り
に
は
人
声
も
な
く
、
そ
の
音
は
樹
の
枝
の
間
に
鳴
っ
て
い
る
」
と
。

﹇
考
察
﹈「
秋
声
賦
」
は
歐
陽
永
叔
の
作
で
、
風
雨
や
人
馬
の
音
に
聞
こ
え
た
の
は
木
の
枝
の
鳴
る
音
だ
と
分
か
り
、
そ
れ
を
秋
の
声
と
捉

え
て
慨
嘆
し
た
賦
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
版
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
』
巻
上
を
使
用
。
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（
大
杉
里
奈
）

秋
関

２２３
と
ゝ
む
と
も
か
へ
り
な
れ
ぬ
る
道
し
あ
れ
は
関
の
か
た
め
や
秋
に
な
か
ら
ん

朗
詠
集
。
留
春
不
用
関
城
固
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
八
九
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
三
月
尽
、
五
五
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
関
所

（
過
ぎ
ゆ
く
秋
を
）
留
め
よ
う
と
し
て
も
帰
り
慣
れ
た
道
が
あ
る
の
で
、
関
所
の
固
め
は
秋
に
は
（
役
に
立
た
）
な
い
だ
ろ
う
か
。

和
漢
朗
詠
集
。
過
ぎ
ゆ
く
春
を
引
き
と
め
る
の
に
、
関
所
や
城
門
の
固
め
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
こ
と
だ
。

（
大
杉
里
奈
）

秋
書

２２４
天
と
ふ
や
鳥
の
な
か
に
も
鳥
の
跡
を
秋
来
る
雁
に
い
か
て
つ
け
ゝ
ん

淮
南
子
。
蒼
頡
、
始
視
鳥
跡
之
文
、
造
書
契
云
云
。

漢
書
。
蘇
武
伝
曰
、
常
―

恵
請
二

其
ノ

守
ル

者
ニ一

、
与
ニ―

倶
ニ

得
三

夜
見
二

漢
―

使
一

、
具
ニ―

自
陳
レ

道
。
教
レ

使
│

者
ヲ

謂
テ二

単
干
ニ一

言
ハ

、「
天
子

ラ

射
二

上
│

林
ノ

中
ニ

得
二

雁
ノ

足
ニ

有
一レ

係
二

帛
書
一

、
言
ク

武
等
在
リ
ト
二

某
沢
ノ

中
ニ一

」。
使
―

者
大
ニ―

喜
テ

如
二

恵
カ

語
一

以
譲
ム二

単
―

干
ヲ一

。
単
―

干
視
テ二

ラ

左
右
ヲ一

而
驚
ク

。
謝
シ
テ
二

漢
―

使
ヲ一

曰
、「
武
等
実
ニ

在
」
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
九
三
番
。
淮
南
鴻
烈
解
、
巻
八
、
本
経
訓
。
漢
書
、
評
林
巻
五
四
、
李
広
蘇
建
伝
第
二
四
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
淮
南
鴻
烈
解
』
ナ
シ
。『
和
刻
本
正
史

漢
書
（
二
）』「
謂
単
干
│
謂
単
于
」「
単
干
単
干
│
単
于
単
于
」。

﹇
訳
﹈

秋
の
手
紙

空
を
飛
ぶ
鳥
の
中
で
も
秋
に
渡
っ
て
く
る
雁
（
の
足
）
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
文
字
（
が
書
か
れ
た
手
紙
）
を
付
け
よ
う
か
。

淮
南
子
。
蒼
頡
が
初
め
て
鳥
の
足
跡
の
文
様
を
見
て
、
文
字
を
作
っ
た
云
々
。

漢
書
。
蘇
武
伝
に
よ
る
と
、
常
恵
は
そ
の
看
守
に
請
い
、
そ
の
者
と
一
緒
に
夜
、
漢
の
使
者
に
会
い
、
み
ず
か
ら
つ
ぶ
さ
に
事
情

を
述
べ
た
。
そ
し
て
使
者
か
ら
単
于
に
、「
天
子
が
上
林
苑
内
で
射
猟
し
て
得
た
雁
の
足
に
帛
書
が
結
ん
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

武
ら
は
某
の
沢
中
に
い
る
と
書
か
れ
て
い
た
」
と
言
う
よ
う
に
教
え
た
。
使
者
は
大
い
に
喜
び
、
常
恵
に
教
え
ら
れ
た
通
り
に
言

っ
て
単
于
を
責
め
た
。
単
于
は
左
右
の
者
を
見
て
驚
き
、
漢
の
使
者
に
詫
び
、「
武
ら
は
、
実
は
生
き
て
い
る
」
と
言
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
蒼
頡
が
鳥
の
足
跡
を
見
て
文
字
を
創
作
し
た
と
い
う
伝
承
か
ら
、「
鳥
の
跡
」
は
文
字
や
筆
跡
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
蘇
武
の
故

事
に
よ
り
、
雁
は
手
紙
を
届
け
る
と
さ
れ
た
。

（
呉
慧
敏
）

秋
祝

２２５
よ
も
の
国
た
へ
ぬ
田
面
も
更
に
今
年
有
秋
と
し
る
し
つ
く
ら
し

江
次
第
。
不
堪
田
申
文
云
不
堪
国
云
云
。
大
弁
巻
レ

紙
染
レ

筆
、
上
│

卿
ノ

曰
、「
諸
│

国
申
当
年
不
堪
佃
田
事
」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
五
〇
六
番
。
江
家
次
第
、
巻
第
九
、
九
月
、
不
堪
佃
田
申
文
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
江
家
次
第
』（
神
道
大
系
）「
不
堪
田
申
文
云
不
堪
国
云
云
│
ナ
シ
」。

﹇
訳
﹈

秋
の
祝
い

― １１９ ―
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四
方
の
国
は
耕
作
不
能
だ
っ
た
田
地
も
、
新
た
に
今
で
は
穀
物
が
よ
く
実
る
秋
だ
と
記
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

江
家
次
第
。
不
堪
田
の
申
文
に
よ
る
と
、
不
堪
国
云
々
。
大
弁
は
紙
を
巻
き
筆
を
染
め
、
上
卿
は
、「
諸
国
、
当
年
の
不
堪
佃
田

の
こ
と
を
申
す
」
と
言
う
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
凶
作
だ
っ
た
田
地
も
稲
が
実
り
、
朝
廷
に
豊
作
の
年
と
申
請
で
き
る
と
祝
う
。
第
四
句
の
「
年
」
は
古
代
、
稲
作
に

よ
り
年
の
区
切
り
を
考
え
た
こ
と
か
ら
、
穀
物
、
特
に
稲
、
ま
た
稲
が
実
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

﹇
参
考
﹈「
不
堪
佃
田
」
と
は
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
耕
作
不
能
と
な
っ
た
田
地
。
荒
廃
田
、
荒
田
と
も
い
う
。
平
安
時
代
に
は
毎
年
九
月
七

日
に
、
諸
国
か
ら
当
年
の
不
堪
佃
田
を
中
央
に
報
告
さ
せ
る
と
い
う
不
堪
田
奏
が
行
わ
れ
、
そ
の
報
告
を
不
堪
佃
田
申
文
と
い
う
。

し
や
う
け
い

「
上
卿
」
は
宮
中
の
公
事
に
お
い
て
、
首
席
者
と
し
て
臨
時
に
任
じ
ら
れ
た
者
で
、
大
臣
や
大
・
中
納
言
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。

（
呉
慧
敏
）

秋
神
祇

２２６
秋
を
へ
て
染
こ
そ
ま
さ
れ
立
田
山
紅
葉
も
あ
か
ぬ
神
や
す
む
ら
ん

神
名
帳
曰
、
大
和
国
平
群
ノ

郡
、
龍
―

田
ニ

坐
天
御
柱
、
国
御
柱
、
神
社
二
座
、
龍
田
比
古
、
龍
田
比
女
、
神
社
二
座
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
五
〇
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
紅
葉
も
│
も
み
ぢ
に
」。『
延
喜
式
』
巻
九
（
国
史
大
系
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
神
祇

秋
を
経
過
し
て
、
ま
す
ま
す
龍
田
山
は
色
づ
い
た
な
あ
。（
並
の
）
紅
葉
に
は
満
足
し
な
い
神
が
住
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

へ
ぐ
り

神
名
帳
に
よ
る
と
、
大
和
の
国
（
奈
良
県
）
の
平
群
郡
の
龍
田
に
、
天
御
柱
と
国
御
柱
の
神
社
が
二
座
、
龍
田
比
古
と
龍
田
比
女

の
神
社
が
二
座
あ
ら
せ
ら
れ
る
。

『
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﹇
考
察
﹈「
神
名
帳
」
と
は
神
社
と
そ
の
祭
神
の
名
を
記
す
帳
簿
で
、
特
に
「
延
喜
神
名
式
」（
延
喜
神
名
帳
）
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
ま

た
「
座
」
は
祭
神
、
仏
像
な
ど
の
数
を
数
え
る
の
に
用
い
る
接
尾
辞
。
当
歌
は
、
龍
田
山
が
更
に
紅
葉
し
た
の
は
、
そ
の
山
の
神
で
あ

る
龍
田
姫
が
並
の
紅
色
で
は
不
満
な
の
か
と
詠
む
。

（
竹
田
有
佳
）

秋
歌
中

２２７
朝
ほ
ら
け
露
の
か
ゝ
れ
る
く
も
の
ゐ
は
只
し
ら
き
ぬ
の
つ
ゝ
む
春
か
な

い
せ
物
語
云
、
其
滝
、
物
よ
り
こ
と
な
り
、
長
さ
二
十
丈
、
ひ
ろ
さ
五
丈
は
か
り
な
る
石
の
お
も
て
に
、
し
ら
き
ぬ
に
岩
を
つ
ゝ

め
ら
ん
や
う
に
な
ん
有
け
る
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
三
九
三
番
。
伊
勢
物
語
、
八
七
段
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
つ
つ
む
春
か
な
│
つ
つ
む
木
木
か
な
」。『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
歌
の
中

明
け
方
に
露
が
掛
か
っ
て
い
る
蜘
蛛
の
巣
は
、
ま
る
で
白
絹
（
の
よ
う
な
水
）
に
包
ま
れ
（
濡
れ
）
て
い
る
春
の
よ
う
だ
な
あ
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
そ
の
滝
は
ほ
か
の
滝
と
は
異
な
り
、
長
さ
二
十
丈
、
広
さ
五
丈
ほ
ど
の
石
の
表
面
に
、
ま
る
で
白
絹
で
岩

を
包
ん
だ
よ
う
（
に
水
が
流
れ
落
ち
て
い
る
の
）
で
あ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
は
、
男
が
布
引
の
滝
（
２２０
番
歌
、
参
照
）
を
見
物
し
て
和
歌
を
詠
む
話
。
当
歌
は
、
秋
の
朝
露
が
掛
か
っ
た
蜘
蛛

の
巣
を
、
春
雨
に
濡
れ
た
よ
う
だ
と
詠
む
。

（
竹
田
有
佳
）
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２２８
小
鳥
つ
く
る
枝
も
色
�
�
か
り
衣
花
を
折
た
る
野
へ
の
か
へ
る
さ

松
風
の
巻
。
小
鳥
し
る
し
は
か
り
ひ
き
つ
け
さ
せ
た
る
荻
の
枝
な
と
、
つ
と
に
し
て
ま
ゐ
れ
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
九
六
番
。
源
氏
物
語
、
松
風
巻
、
四
一
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
秋
歌
中
│
秋
二
十
首
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
秋
歌
の
中
）

小
鳥
を
付
け
た
枝
（
の
葉
）
も
狩
衣
の
よ
う
に
色
と
り
ど
り
で
、
華
や
か
な
衣
装
を
着
て
、
野
辺
で
花
を
手
折
っ
て
帰
る
と
こ
ろ
だ
な

あ
。

松
風
の
巻
。（
若
殿
た
ち
は
）
獲
物
の
小
鳥
を
ほ
ん
の
し
る
し
ば
か
り
結
び
つ
け
た
荻
の
枝
な
ど
を
、
み
や
げ
に
し
て
参
上
し
た
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
源
氏
や
そ
の
取
り
巻
き
の
人
々
が
、
桂
の
院
で
饗
応
を
し
て
い
る
と
、
野
宿
ま
で
し
た
の
に
狩
で
大
物
が
取
れ

な
か
っ
た
若
殿
た
ち
が
、
小
鳥
を
荻
の
枝
に
結
び
付
け
て
桂
の
院
に
参
上
し
た
場
面
。
当
歌
の
「
枝
も
色
々
」
は
枝
の
紅
葉
、「
色
々

狩
衣
」
は
色
と
り
ど
り
の
狩
衣
を
表
わ
し
、「
花
を
折
る
」
は
衣
装
を
華
や
か
に
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
。

（
平
石
岳
）

秋
山
家

２２９
露
も
ら
ぬ
岩
や
の
お
く
も
尋
ね
は
や
身
は
か
は
ほ
り
の
何
な
ら
ぬ
世
に

円
機
活
法
、
石
洞
ノ

部
ニ

曰
、
李
太
伯
、「
余
―

聞
荊
│

州
ノ

玉
泉
寺
。
近
清
溪
諸
山
、
山
│

洞
往
│

ニ々

有
二

乳
―

窟
一

。
―々

中
ニ

多
玉
泉
交

│

流
ス

。
有
二

白
蝙
蝠
一

。
如
レ

鴉
。
千
―

載
ノ

之
後
躰
如
二

白
│

雪
一

。
蓋
シ

飲
乳
―

水
ヲ一

而
長
│

生
ス

也
」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
二
三
六
番
。
円
機
活
法
、
巻
四
、
地
理
門
、
石
洞
、
乳
窟
。
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
秋
山
家
│
山
家
」。『
円
機
活
法
』「
李
太
伯
│
李
太
白
」「
玉
泉
寺
│
上
泉
寺
」。

﹇
訳
﹈

秋
の
山
中
の
家

（
長
命
の
蝙
蝠
が
い
る
と
い
う
）
露
が
ま
っ
た
く
漏
れ
な
い
岩
窟
の
奥
も
訪
ね
て
み
た
い
も
の
だ
。
わ
が
身
は
蝙
蝠
（
の
よ
う
に
日
陰

者
）
で
、
取
る
に
足
り
な
い
世
の
中
な
の
だ
か
ら
。

円
機
活
法
、
石
洞
の
部
に
よ
る
と
、
李
白
は
、「
私
は
荊
州
の
玉
泉
寺
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
近
く
に
清
ら
か

な
谷
や
山
々
が
あ
り
、
山
の
洞
に
は
あ
ち
こ
ち
に
鍾
乳
窟
が
あ
る
。
洞
窟
の
中
に
は
美
し
い
泉
が
多
く
交
わ
り
流
れ
て
い
る
。
白

い
蝙
蝠
が
い
て
、（
大
き
さ
は
）
鴉
ぐ
ら
い
も
あ
る
。（
蝙
蝠
は
）
千
歳
に
な
る
と
、
体
は
白
雪
の
よ
う
に
な
る
。
思
う
に
、
鍾
乳

窟
の
水
を
飲
む
と
長
生
き
す
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
露
」
に
副
詞
の
「
つ
ゆ
」
を
掛
け
、
厭
世
観
を
詠
む
。

﹇
参
考
﹈
出
典
は
李
白
の
詩
「
答
三

族
姪
僧
中
孚
贈
二

玉
泉
仙
人
掌
茶
一

」
の
序
の
一
節
で
、『
李
白
集
』
下
、
巻
十
八
（
続
国
訳
漢
文
大
成

『
李
白
全
詩
集
』
３
）
に
も
収
録
。

（
平
石
岳
）

駅
路
鹿

２３０
こ
ゝ
ろ
な
き
む
ま
や
の
お
さ
も
う
き
秋
に
お
と
ろ
く
程
の
さ
ほ
し
か
の
声

大
鏡
、
第
二
、
菅
家
。
駅
―ノ

長
莫
レレ

驚
ク
コ
ト

時
ノ

変
―

改
、
一
│

栄
一
│

落
是
レ

春
│

秋
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
八
〇
九
番
。
大
鏡
、
七
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
大
鏡
』（
整
版
）「
駅
長
莫
驚
│
騎
長
無
驚
」。

― １２３ ―
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﹇
訳
﹈

街
道
の
鹿

風
流
心
の
な
い
宿
駅
の
長
も
、
物
憂
い
秋
に
気
づ
か
さ
れ
る
ほ
ど
の
雄
鹿
の
鳴
き
声
で
あ
る
な
あ
。

大
鏡
、
第
二
、
菅
原
道
真
。
駅
の
長
よ
、
驚
く
こ
と
は
な
い
。
時
勢
が
変
わ
り
、
今
や
私
が
配
流
の
身
と
な
る
こ
と
を
。
春
に
花

が
咲
き
秋
に
落
ち
葉
が
落
ち
る
の
は
自
然
の
摂
理
で
あ
り
、
人
の
世
の
栄
枯
盛
衰
も
同
じ
な
の
だ
か
ら
。

さ

を
し
か

﹇
考
察
﹈「
小
牡
鹿
」
が
妻
を
求
め
て
鳴
く
様
子
は
、
和
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
る
。『
大
鏡
』
は
、
菅
原
道
真
が
藤
原
時
平
の
陰
謀
に
よ
り
左

う
ま
や

遷
さ
れ
た
際
、
そ
れ
を
嘆
く
明
石
の
駅
の
長
に
対
し
て
道
真
が
作
っ
た
漢
詩
。「
駅
」
は
古
代
の
交
通
用
の
施
設
で
、
街
道
な
ど
の
要

所
に
旅
人
の
た
め
馬
や
人
足
を
備
え
、
宿
舎
も
設
け
て
い
た
。

﹇
参
考
﹈『
大
鏡
』
の
版
本
に
は
整
版
の
ほ
か
慶
長
・
元
和
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
二
四
）
ご
ろ
の
古
活
字
版
が
あ
り
、
引
用
個
所
は
古

活
字
版
で
は
第
一
巻
、
整
版
で
は
第
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
廣
瀬
薫
）

秋
窓
鹿

２３１
ぬ
れ
て
行
山
路
も
さ
そ
な
夜
の
雨
の
窓
う
つ
声
に
を
し
か
鳴
也

白
氏
文
集
。
蕭
―

タ々
ル

暗
│

雨
打
ツレ

窓
ヲ

声
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
六
八
一
三
番
。
白
氏
文
集
、
巻
三
、
上
陽
人
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
窓
の
鹿

雨
に
濡
れ
て
行
く
山
道
も
さ
ぞ
か
し
、
夜
の
雨
が
窓
を
た
た
く
雨
音
に
交
じ
り
、
牡
鹿
が
鳴
い
て
い
る
よ
う
だ
な
あ
。

白
氏
文
集
。
窓
を
た
た
く
夜
雨
の
音
が
淋
し
く
聞
こ
え
る
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

― １２４ ―



﹇
考
察
﹈
出
典
の
「
上
陽
人
」
は
、
玄
宗
皇
帝
の
治
世
に
宮
中
に
上
が
っ
た
が
、
楊
貴
妃
に
よ
り
宮
中
の
上
陽
宮
に
幽
閉
さ
れ
続
け
て
老

い
た
こ
と
を
嘆
い
た
詩
。
引
用
部
分
は
上
陽
宮
で
の
寂
し
い
暮
ら
し
を
歌
っ
た
個
所
。
当
歌
の
妻
を
求
め
寂
し
く
て
夜
に
鳴
く
牡
鹿

に
、
上
陽
宮
の
老
婆
の
姿
が
重
な
る
。

（
廣
瀬
薫
）

霧

柏
２３２
山
ふ
か
み
霧
分
出
ん
か
へ
る
さ
も
暮
は
て
け
り
な
日
く
ら
し
の
声

夕
霧
の
巻
。
日
い
り
か
た
に
な
り
行
に
、
空
の
け
し
き
も
あ
は
れ
に
霧
わ
た
り
て
、
山
の
陰
は
を
く
ら
き
心
地
す
る
に
、
日
く
ら

し
鳴
し
き
り
て
云
々
。
中
略
。
霧
の
只
こ
の
軒
の
も
と
ま
て
立
わ
た
れ
は
、「
ま
か
て
ん
か
た
も
見
え
す
な
り
行
は
、
い
か
ゝ
す

へ
き
」
と
て
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
七
八
七
番
。
源
氏
物
語
、
夕
霧
巻
、
四
〇
一
頁
、
四
〇
三
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

霧

山
奥
に
い
る
の
で
、
霧
を
か
き
分
け
て
出
よ
う
と
し
た
が
、
帰
る
間
に
も
日
は
す
っ
か
り
暮
れ
て
し
ま
っ
た
な
あ
。
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き

声
（
が
聞
こ
え
る
よ
）。

夕
霧
の
巻
。
日
も
入
り
方
と
な
る
に
つ
れ
て
、
空
の
風
情
も
し
み
じ
み
と
思
い
を
そ
そ
る
よ
う
に
霧
が
一
面
に
立
ち
こ
め
て
、
山

ひ
ぐ
ら
し

の
陰
は
薄
暗
く
感
じ
ら
れ
る
折
か
ら
、
蜩
が
し
き
り
に
鳴
い
て
云
々
。
中
略
。
霧
が
す
ぐ
こ
の
軒
下
ま
で
立
ち
こ
め
て
く
る
の

い
と
ま

で
、「
お
暇
を
し
て
帰
る
道
も
見
え
な
く
な
っ
て
ゆ
く
が
、
ど
う
し
た
も
の
か
」
と
（
夕
霧
は
）
言
っ
て
云
々
。

― １２５ ―
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﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
小
野
の
里
に
籠
っ
た
落
葉
の
宮
を
夕
霧
が
訪
問
し
て
、
霧
が
深
い
の
で
帰
れ
な
く
な
っ
た
と
言
う
場
面
。
ひ
ぐ

ら
し
は
蝉
の
一
種
で
、
カ
ナ
カ
ナ
と
高
い
金
属
音
の
哀
調
を
帯
び
た
声
で
鳴
く
。
梅
雨
の
頃
か
ら
初
秋
に
か
け
て
朝
や
夕
方
に
鳴
く

が
、
和
歌
で
は
「
日
暮
ら
し
」
に
掛
け
て
秋
の
日
暮
れ
時
に
詠
ま
れ
る
。

（
加
藤
森
平
）

河
霧

２３３
道
し
あ
れ
な
霧
に
ま
よ
ひ
し
其
か
み
の
跡
を
し
る
へ
の
か
も
の
川
波

本
朝
神
社
考
引
テ二

寛
平
御
記
ヲ一

曰
、
宇
多
帝
潜
―

竜
ノ

時
号
王
侍
従
、
放
レ

鷹
ヲ

狩
リ
シ
玉
フ

二

于
賀
茂
ノ

辺
ニ一

。
俄
ニ

天
―

陰
霧
―

降
テ

、
東
西
迷
レ

路
ニ

、
帝

臥
二

藪
中
ニ一

、
憂
―

恐
玉
フ
コ
ト

レ

之
ヲ

甚
タ
シ

。
有
二

一
翁
一

、
来
―

告
テ

曰
、「
吾
ハ

此
ノ

辺
ノ

老
│

翁
也
。
春
ハ

既
ニ

有
レ

祭
、
冬
未
タレ

有
レ

祭
。
願
ハ

賜
二

冬
ノ

祭
ヲ一

」。
帝
ノ

心
為
二

賀
茂
ノ

明
神
ト一

也
。
因
テ

答
テ

曰
、「
吾
カ―

力
ノ

非
レ

所
レ

及
。
宜
クレ

被
レ

奏
二

請
于
内
一

」。
翁
カ

曰
、「
知
二

其
ノ―

力
之

所
一レ

可
レ

及
。
願
ク
ハ

自
―

重
ト
シ
テ

而
勿
レ

軽
矣
」。
言
―

已
テ

不
レ

見
、
帝
大
怪
レ

之
ヲ

。
未
タレ

幾
、
仁
和
三
年
八
月
廿
六
日
、
立
テ

為
二

皇
太

子
一

、
即
日
即
二

天
皇
ノ

位
ニ一

。
於
レ

是
信
二

神
ノ

言
ヲ一

而
寛
平
之
年
十
一
月
廿
一
日
、
始
行
二

賀
茂
臨
時
ノ

祭
ヲ一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
五
五
七
番
。
本
朝
神
社
考
、
巻
一
、
賀
茂
。

な
イ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
あ
れ
な
│
あ
れ
ば
」。『
本
朝
神
社
考
』「
知
其
力
之
所
可
及
│
吾
知
其
力
之
所
可
及
」「
寛
平
之
年
│
寛
平

元
年
」。

﹇
訳
﹈

河
の
霧

道
が
あ
れ
ば
よ
い
な
あ
。
霧
で
迷
っ
た
そ
の
昔
、
あ
の
神
が
現
わ
れ
た
跡
を
知
り
、
神
の
教
え
に
導
か
れ
た
、
川
波
の
立
つ
賀
茂
（
の

よ
う
に
）。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

― １２６ ―



本
朝
神
社
考
が
引
用
す
る
寛
平
御
記
に
よ
る
と
、
宇
多
天
皇
が
ま
だ
天
皇
の
位
に
就
く
前
、
王
の
侍
従
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
、
鷹

を
放
っ
て
賀
茂
の
あ
た
り
で
狩
り
を
な
さ
っ
た
。
急
に
空
が
陰
り
霧
が
立
ち
こ
め
、
あ
た
り
の
道
に
迷
い
、
帝
は
藪
の
中
に
ひ
そ

み
隠
れ
て
、
非
常
に
憂
え
恐
れ
ら
れ
た
。
一
人
の
老
人
が
来
て
、「
私
は
こ
の
あ
た
り
に
住
む
老
翁
だ
。
春
に
は
す
で
に
祭
が
あ

り
、
冬
に
は
祭
が
一
度
も
無
い
。
願
わ
く
は
冬
の
祭
を
賜
り
た
い
」
と
告
げ
た
。
帝
は
（
そ
の
翁
が
）
賀
茂
の
明
神
だ
と
気
づ
い

た
。
そ
こ
で
老
人
に
答
え
て
、「
私
の
力
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
天
皇
に
請
い
申
し
上
げ
ら
れ
る
の
が
よ
か
ろ
う
」
と
言
っ

た
。
翁
は
、「
あ
な
た
の
力
で
で
き
る
と
（
私
は
）
知
っ
て
い
る
。
願
わ
く
は
自
重
し
て
軽
率
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
」
と
言

っ
た
。
翁
は
そ
う
言
い
終
え
る
と
消
え
て
し
ま
い
、
帝
は
こ
れ
を
大
変
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
仁

和
三
年
八
月
二
十
六
日
に
（
王
の
侍
従
は
）
皇
太
子
に
な
り
、
そ
の
日
の
内
に
天
皇
の
位
に
就
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
（
帝
は
）
神

の
言
葉
を
信
じ
、
寛
平
の
年
の
十
一
月
二
十
一
日
に
初
め
て
賀
茂
の
臨
時
祭
を
行
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
賀
茂
の
臨
時
祭
の
由
来
を
記
し
た
も
の
。
当
歌
は
「
道
」
に
通
り
道
と
神
仏
が
示
し
た
教
え
、「
其
か
み
」（
そ
の
頃
の

意
）
に
「
そ
の
神
」、「
し
る
べ
」（
導
き
の
意
）
に
「
知
る
」
を
掛
け
る
。

（
加
藤
森
平
）

雁

２３４
秋
は
ま
た
南
に
雁
の
か
へ
る
山
都
を
を
の
か
と
こ
よ
と
や
お
も
ふ

漢
武
帝
、
秋
風
辞
。
秋
│

風
起
テ

兮
白
―

雲
飛
ヒ

、
草
―

木
黄
―

落
テ

兮
雁
南
ニ―

帰
ル

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
六
九
八
番
。
古
文
真
宝
後
集
、
巻
一
、
一
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雁

― １２７ ―
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秋
に
は
ま
た
雁
が
（
毎
年
の
よ
う
に
）
南
に
帰
る
山
が
あ
り
、
都
を
自
分
の
（
故
郷
で
あ
る
）
常
世
の
国
だ
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

漢
武
帝
、
秋
風
の
辞
。
秋
風
が
吹
き
起
っ
て
白
雲
が
飛
び
、
草
木
の
葉
は
黄
ば
み
散
り
、
北
地
の
雁
が
南
に
帰
る
（
季
節
と
な
っ

た
）。

﹇
考
察
﹈「
秋
風
辞
」
は
、
漢
の
武
帝
が
地
の
神
を
祭
る
た
め
に
河
東
（
山
西
省
）
の
汾
陰
に
行
幸
し
た
時
の
作
。
雁
は
秋
に
北
方
か
ら
飛

と
こ
よ

来
し
、
冬
を
越
し
て
春
に
戻
る
渡
り
鳥
。
当
歌
の
「
常
世
」
は
「
常
世
の
国
」
の
略
で
、
海
の
か
な
た
に
あ
る
不
老
不
死
の
国
を
指

し
、
雁
の
故
郷
と
見
な
さ
れ
た
。
例
歌
「
常
世
い
で
て
旅
の
空
な
る
雁
が
ね
も
列
に
お
く
れ
ぬ
ほ
ど
ぞ
慰
む
」（
源
氏
物
語
、
須
磨
、

二
〇
二
頁
）。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
版
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
』
を
使
用
。

（
大
杉
里
奈
）

秋
鴻
次
第
過

２３５
見
す
や
そ
の
雲
井
を
わ
た
る
雁
た
に
も
つ
ら
を
み
た
ら
ぬ
道
は
有
世
を

格
物
論
曰
、
雁
ハ

陽
―

鳥
泊
二

江
│

湖
洲
│

渚
ノ

之
間
ニ一

云
云
。
飛
フ
コ
ト

有
二

先
後
行
列
一

秋
―

南
ニ
シ
テ

而
春
ハ

北
ニ
ス

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
〇
八
六
番
。
円
機
活
法
、
巻
二
三
、
雁
付
雁
陣
・
雁
字
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

秋
の
鴻
、
順
々
に
過
ぎ
る

見
て
思
わ
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
の
空
の
か
な
た
を
渡
る
雁
で
さ
え
も
列
を
乱
す
こ
と
が
な
い
、
道
が
あ
る
世
の
中
だ
と
。

格
物
論
に
よ
る
と
、
雁
は
陽
鳥
で
、
川
や
湖
の
洲
の
水
際
の
間
に
泊
ま
る
云
々
。
飛
ぶ
と
前
後
に
行
列
を
な
し
て
、
秋
は
南
へ
、

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

― １２８ ―



春
は
北
へ
飛
ん
で
い
く
。

﹇
考
察
﹈
歌
題
の
「
鴻
」
は
雁
の
一
種
。

（
大
杉
里
奈
）

渡
雁

２３６
秋
さ
む
し
さ
の
ゝ
わ
た
り
の
さ
よ
時
雨
旅
な
る
雁
は
家
も
あ
ら
な
く
にサ

ノ

ワ
タ
リ
ニ

モ
ア
ラ
ナ
ク
ニ

万
葉
集
、
巻
三
、
長
ノ

忌
寸
奥
麻
呂
。
苦
毛
零
来
雨
可
神
之
﨑
狭
野
乃
渡
尓
家
裳
不
有
国
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
〇
九
〇
番
。
万
葉
集
、
巻
三
、
二
六
五
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
万
葉
集
』（
寛
永
版
）「
神
之
﨑
│
神
之
埼
」。

﹇
訳
﹈

渡
る
雁

秋
は
寒
い
な
あ
。
狭
野
の
辺
り
に
降
る
夜
の
時
雨
よ
。
旅
を
し
て
い
る
雁
は
（
羽
を
休
め
る
）
家
も
な
い
の
に
。

万
葉
集
、
巻
三
、
長
忌
寸
奥
麻
呂
。
困
っ
た
こ
と
に
雨
が
降
っ
て
来
た
な
あ
。
三
輪
の
崎
の
佐
野
の
渡
し
に
は
（
雨
宿
り
す
る
）

家
も
な
い
の
に
。

﹇
考
察
﹈『
万
葉
集
』
の
「
狭
野
」
は
、
紀
伊
国
牟
婁
郡
（
現
在
の
和
歌
山
県
新
宮
市
佐
野
）
か
大
和
三
輪
（
奈
良
県
桜
井
市
三
輪
）
か
、

ま
た
「
わ
た
り
」
の
意
味
は
渡
し
場
か
周
辺
か
、
と
解
釈
が
分
か
れ
る
。

﹇
参
考
﹈
出
典
の
和
歌
を
本
歌
取
り
し
た
「
駒
と
め
て
袖
う
ち
は
ら
ふ
陰
も
な
し
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
の
夕
暮
」（
新
古
今
和
歌
集
、
巻

六
、
冬
、
六
七
一
番
、
藤
原
定
家
）
に
詠
ま
れ
た
「
佐
野
の
わ
た
り
」
は
、
北
村
季
吟
著
『
八
代
集
抄
』
で
は
「
佐
野
渡
、
大
和
也
」

と
注
し
て
い
る
。

― １２９ ―

『
三
玉
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下
）



（
大
杉
里
奈
）

海
上
雁
飛

２３７
旅
に
し
て
身
に
し
む
す
ま
の
波
風
を
思
ひ
し
る
に
や
雁
も
鳴
ら
ん

須
磨
巻
云
、
沖
よ
り
、
船
と
も
の
う
た
ひ
の
ゝ
し
り
て
す
き
行
な
と
も
聞
ゆ
。
ほ
の
か
に
只
ち
い
さ
き
鳥
の
う
か
へ
る
と
見
や
ら

る
ゝ
も
、
心
ほ
そ
け
な
る
に
、
雁
の
つ
ら
ね
て
な
く
声
、
か
ち
の
音
に
ま
か
へ
る
を
、
打
な
か
め
た
ま
ふ
て
、
御
涙
の
こ
ほ
る
ゝ

を
か
き
は
ら
ひ
た
ま
へ
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
二
三
四
番
。
源
氏
物
語
、
須
磨
巻
、
二
〇
一
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
す
き
行
│
こ
ぎ
行
」。

﹇
訳
﹈

海
上
を
雁
が
飛
ぶ

旅
を
し
て
身
に
し
み
る
須
磨
の
波
風
（
の
風
情
）
を
思
い
知
っ
て
、
雁
も
鳴
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

須
磨
巻
に
よ
る
と
、
沖
を
通
っ
て
い
く
つ
も
の
船
が
、
大
声
で
歌
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
く
の
も
聞
こ
え
て
く
る
。（
そ
の
船

の
影
は
）
か
す
か
で
、
た
だ
小
さ
い
鳥
が
浮
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
遠
く
に
見
え
る
の
も
心
細
い
感
じ
が
す
る
が
、
雁
の
列
を

作
っ
て
鳴
く
声
が
船
の
楫
の
音
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
の
を
、（
源
氏
は
）
虚
け
た
よ
う
に
お
眺
め
に
な
り
な
が
ら
、
涙
が
こ
ぼ
れ

て
く
る
の
を
お
払
い
に
な
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
須
磨
に
自
ら
退
去
し
た
光
源
氏
の
わ
び
住
ま
い
の
一
節
。

（
呉
慧
敏
）

沢
畔
鴫

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

― １３０ ―



柏
２３８
春
の
水
み
ち
て
し
程
や
く
ら
へ
ま
し
鴫
立
沢
の
ふ
か
き
あ
は
れ
に

陶
潜
、
四
時
詩
。
春
水
満
四
沢
。

﹇
出
典
﹈
該
当
歌
ナ
シ
。
古
文
真
宝
前
集
、
第
一
巻
、
二
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
前
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

沢
畔
の
鴫

春
の
水
が
満
ち
て
き
た
頃
と
比
べ
て
み
よ
う
か
。
鴫
の
飛
び
立
つ
水
辺
の
深
い
寂
し
さ
を
。

陶
潜
、
四
時
詩
。
春
に
は
水
が
四
方
の
沢
に
満
ち
る
。

﹇
考
察
﹈
出
典
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
１１６
番
歌
の
解
説
、
参
照
。「
鴫
立
つ
沢
」
は
鴫
の
飛
び
立
つ
水
辺
、
ま
た
は
鴫
の
立
っ
て
い
る
水
辺
。

西
行
の
名
歌
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り
鴫
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」（
新
古
今
和
歌
集
、
秋
上
、
三
六
二
番
）
は
、
北
村

季
吟
著
『
八
代
集
抄
』
で
は
「
師
説
」
と
し
て
「
此
鴫
の
飛
立
沢
辺
」
と
解
釈
す
る
。

（
呉
慧
敏
）

月
下
擣
衣

２３９
白
妙
の
月
の
き
ぬ
た
や
七
夕
の
手
に
も
を
と
ら
ぬ
物
と
う
つ
ら
ん

帚
木
巻
云
、
立
田
姫
と
い
は
ん
に
も
つ
き
な
か
ら
す
、
た
な
は
た
の
手
に
も
を
と
る
ま
し
く
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
三
九
一
番
。
源
氏
物
語
、
帚
木
巻
、
七
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
を
と
ら
ぬ
│
と
ら
れ
ぬ
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

月
下
の
擣
衣

き
ぬ
た

白
く
輝
く
月
の
下
で
、
七
夕
姫
の
技
に
も
劣
ら
な
い
布
を
砧
で
打
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

― １３１ ―
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帚
木
巻
に
よ
る
と
、（
染
物
の
腕
前
は
）
竜
田
姫
と
い
っ
て
も
不
似
合
い
で
な
く
、（
仕
立
物
の
ほ
う
も
）
た
な
ば
た
姫
に
も
劣
ら

ぬ
く
ら
い
で
云
々
。

﹇
考
察
﹈
歌
題
の
「
月
下
」
は
月
の
光
の
さ
す
所
、「
擣
衣
」
は
布
を
柔
ら
か
く
し
て
、
つ
や
を
出
す
た
め
、
砧
（
木
製
ま
た
は
石
の
台
）

き
づ
ち

に
載
せ
て
木
槌
で
布
を
打
つ
こ
と
。『
源
氏
物
語
』
は
雨
夜
の
品
定
め
の
一
節
で
、
左
馬
頭
が
染
色
の
名
人
で
あ
っ
た
妻
を
竜
田
姫
に

な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
竜
田
姫
は
竜
田
山
を
彩
る
紅
葉
の
美
し
さ
か
ら
、
葉
を
赤
く
染
め
る
女
神
と
し
て
染
色
が
得
意
と
さ
れ
た
。
七
夕

姫
は
機
織
り
の
名
手
で
、
裁
縫
に
も
優
れ
る
。

﹇
参
考
﹈
秋
月
と
砧
の
組
み
合
わ
せ
は
、
漢
詩
文
で
定
着
。
例
、「
誰
家
思
婦
秋
擣
帛
、
月
苦
風
凄
砧
杵
悲
。
八
月
九
月
正
長
夜
、
千
声
万

声
無
了
時
。
応
到
天
明
頭
尽
白
、
一
声
添
得
一
茎
糸
。」（
白
氏
文
集
、
巻
一
九
、
聞
夜
砧
）。

（
呉
慧
敏
）

近
擣
衣

柏
２４０
衣
う
つ
わ
さ
も
さ
こ
そ
と
思
ふ
夜
に
な
を
身
の
う
へ
を
賤
か
声
々

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
五
九
番
、
二
〇
五
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

近
所
の
擣
衣

（
砧
で
）
衣
を
打
つ
あ
り
さ
ま
も
そ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
、
と
思
う
夜
に
、
依
然
と
し
て
身
の
上
を
（
語
る
）
身
分
の
低
い
人
の
声
が
す

る
な
あ
。

﹇
考
察
﹈
漢
詩
文
や
和
歌
で
詠
ま
れ
る
「
擣
衣
」（
解
説
は
２３９
番
歌
、
参
照
）
と
、
庶
民
の
身
の
上
話
と
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
２４１
番

歌
の
出
典
を
参
照
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）
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（
竹
田
有
佳
）

隣
擣
衣

２４１
月
は
な
を
う
つ
や
衣
の
色
に
た
に
ひ
か
り
や
そ
へ
ん
夕
か
ほ
の
宿

夕
皃
巻
云
、
と
な
り
の
家
�
�
、
あ
や
し
き
賤
の
男
の
声
�
�
、
め
さ
ま
し
て
、「
あ
は
れ
、
い
と
さ
む
し
や
」
云
々
。
し
ろ
た

へ
の
衣
う
つ
き
ぬ
た
の
音
も
、
か
す
か
に
、
こ
な
た
か
な
た
聞
わ
た
さ
れ
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
六
〇
番
、
二
三
五
〇
番
。
雪
玉
集
、
四
七
四
四
番
。
源
氏
物
語
、
夕
顔
、
一
五
五
頁
、
一
五
六
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
夕
か
ほ
│
夕
か
げ
」（
柏
玉
集
、
二
三
五
〇
番
。
雪
玉
集
、
四
七
四
四
番
）。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

隣
の
擣
衣

月
は
、
な
お
も
砧
で
打
っ
て
い
る
衣
の
色
に
、
せ
め
て
つ
や
を
添
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
夕
顔
の
宿
で
。

夕
顔
巻
に
よ
る
と
、
隣
近
所
の
家
々
で
は
、
身
分
の
低
い
男
た
ち
が
目
を
さ
ま
し
て
、
声
々
に
「
あ
あ
、
ま
っ
た
く
寒
い
な
あ
」

云
々
。
布
を
打
つ
砧
の
音
も
、
か
す
か
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
一
帯
に
聞
こ
え
て
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
が
夕
顔
の
家
に
泊
ま
っ
た
翌
朝
、
耳
に
し
た
状
況
。
当
歌
の
下
の
句
は
、「
心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ

見
る
白
露
の
光
そ
へ
た
る
夕
顔
の
花
」（『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻
、
一
四
〇
頁
）
に
似
る
。

（
竹
田
有
佳
）

２４２
笛
竹
の
む
か
し
を
お
も
ふ
声
な
ら
て
聞
わ
ひ
よ
と
も
う
つ
衣
か
な

文
選
。
思
―

旧
ノ

賦
ノ

序
ニ

曰
、
余
―

逝
テ

将
ニ二

西
ニ

邁
ン
ト
一

、
経
二

其
ノ

旧
―

廬
ヲ一

。
于
レ

時
日
薄
リ二

虞
│

渕
ニ一

、
寒
―

冰
凄
│

然
タ
リ

。
隣
―

人
有
二

吹
レ

笛
者
一

、
発
レ

声
寥
―

亮
。
追
テ

思
二

曩
―

昔
遊
―

宴
ノ

之
好
ヲ一

。
感
シ
テ
レ

音
ヲ

而
歎
云
云
。

― １３３ ―
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
七
四
五
番
。
文
選
、
巻
一
六
、
思
旧
賦
、
二
〇
六
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
隣
の
擣
衣
）

（
思
旧
賦
の
よ
う
に
）
昔
を
思
い
出
す
楽
器
の
音
色
で
も
な
い
の
に
、
聞
い
て
思
い
歎
け
と
も
（
い
わ
ん
ば
か
り
に
）
衣
を
打
つ
（
音

が
聞
こ
え
る
）
な
あ
。

文
選
。
思
旧
賦
の
序
に
よ
る
と
、
私
は
西
の
洛
陽
に
旅
立
ち
、（
そ
の
帰
路
、）
嵆
康
の
旧
居
に
立
ち
寄
っ
た
。
時
に
日
は
沈
み
か

け
、
氷
が
寒
々
と
張
り
詰
め
て
い
た
。
近
隣
に
笛
を
吹
く
も
の
が
い
る
ら
し
く
、
澄
み
切
っ
た
音
色
が
響
い
て
き
た
。
私
は
昔
の

友
と
の
宴
遊
を
思
い
起
こ
し
、
笛
の
音
に
感
じ
て
嘆
息
し
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
思
旧
賦
」
は
、
竹
林
の
七
賢
人
に
も
数
え
ら
れ
る
向
秀
が
、
嵆
康
や
呂
安
と
の
交
遊
を
懐
か
し
み
、
刑
死
し
た
彼
ら
を
悼
ん
だ

賦
。

（
竹
田
有
佳
）

秋三
笠
山

２４３
朝
さ
む
に
誰
あ
た
ゝ
め
て
味
酒
の
み
む
ろ
の
霧
の
山
路
行
ら
ん

ア
チ
サ
ケ
ノ
ミ

モ

ロ

ノ

ノ

ミ

カ
ホ
リ
キ
ミ
カ
ム
マ
ノ
ア
シ
ヲ
ト
ソ
ス
ル

万
葉
集
、
十
一
巻
。
味
酒
三
毛
侶
乃
山
尓
立
月
之
見
我
欲
君
我
馬
之
足
音
曽
為
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
一
二
九
番
。
万
葉
集
、
巻
一
一
、
二
五
一
二
番
。

秋

ア
チ
サ
ケ
ノ

ウ
マ
サ
カ
ノ

ミ

カ
ホ
リ
キ
ミ
カ
ム
マ

ミ

カ

ホ

キ
ワ
カ
ウ
マ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
三
笠
山
│
三
室
」。『
万
葉
集
』「
味
酒
│
味
酒
之
」「
見
我
欲
君
我
馬
│
見
我
欲
君
我
馬
」。

﹇
訳
﹈

秋
の
三
笠
山

（
秋
の
）
寒
い
朝
に
、
誰
が
う
ま
い
酒
を
温
め
て
飲
み
（
体
を
温
め
て
）、
三
室
の
霧
が
立
ち
こ
め
る
山
路
を
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
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万
葉
集
、
十
一
巻
。
三
諸
の
山
に
出
る
月
を
待
ち
わ
び
る
よ
う
に
、
会
い
た
い
あ
な
た
の
馬
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
た
な
あ
。

か
す
が
や
ま

﹇
考
察
﹈『
万
葉
集
』
は
、
男
の
来
訪
を
待
ち
わ
び
る
女
の
相
聞
歌
で
作
者
未
詳
。
歌
題
の
三
笠
山
は
奈
良
市
の
東
方
、
春
日
山
連
山
の
一

み
む
ろ

み
も
ろ

か
ん
な
び

み

わ

つ
。
異
同
の
「
三
室
」
も
『
万
葉
集
』
の
「
三
諸
」
も
、
神
が
降
臨
す
る
場
所
と
い
う
意
味
。
中
で
も
神
奈
備
山
や
三
輪
山
は

み
む
ろ
や
ま

「
三
室
山
」
と
呼
ば
れ
た
。「
味
酒
の
」
は
枕
詞
で
、「
三
室
」「
三
諸
」「
三
輪
」
に
掛
か
る
。
当
歌
は
「
味
酒
の
み
む
ろ
」
に
「
味
酒

飲
み
」（「
味
酒
」
は
美
酒
と
い
う
意
）
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈『
万
葉
集
』
の
異
同
に
は
、
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
版
を
使
用
。

（
平
石
岳
）

九
月
九
日

２４４
に
き
は
へ
る
民
の
烟
の
秋
を
み
ん
高
き
に
の
ほ
る
け
ふ
を
待
え
て

事
文
類
聚
曰
、
汝
―

南
ノ

桓
景
隨
二

費
長
房
一

遊
―

学
ス
ル
コ
ト

累
―

年
。
長
房
謂
レ

景
、「
九
月
九
日
、
汝
カ

家
、
当
ニレ

有
二

災
厄
一

。
急
宜
クレ

去
。

令
シ
テ
レ

家
ヲ

各
作
二

縫
―

嚢
ヲ一

、
盛
二

茱
―

萸
一

以
繋
レ

臂
登
二

高
山
一

飲
マ
ハ
二

菊
酒
ヲ一

、
此
ノ―

禍
可
レ

消
」。
景
如
クレ

言
挙
レ

家
登
ルレ

山
ニ

。
夕
ニ―

還
レ
ハ

鶏

犬
牛
―

羊
、
一
│

時
ニ

暴
―

死
ス

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
一
二
番
。
事
文
類
聚
前
集
、
天
時
部
、
重
陽
、
登
高
避
厄
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
事
文
類
聚
』「
令
家
各
作
│
令
家
多
作
」「
登
高
山
│
登
高
」「
飲
菊
酒
│
飲
菊
花
酒
」「
鶏
犬
牛
羊

│
見
鶏
狗
牛
羊
」。

﹇
訳
﹈

九
月
九
日か

ま
ど

盛
ん
に
民
の
（
竈
か
ら
）
炊
煙
が
立
つ
秋
（
の
景
色
）
を
見
よ
う
。
高
い
と
こ
ろ
に
登
る
今
日
の
日
を
待
ち
迎
え
て
。

― １３５ ―
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事
文
類
聚
に
よ
る
と
、
汝
南
の
桓
景
は
、
費
長
房
に
従
っ
て
何
年
も
遊
学
し
て
い
た
。
費
長
房
は
桓
景
に
、「
九
月
九
日
、
お
前

の
家
は
災
難
に
見
舞
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。
急
い
で
こ
こ
を
立
ち
去
（
り
帰
宅
す
）
る
が
よ
い
。
家
人
お
の
お
の
に
、
縫
い
あ
げ

し
ゅ
ゆ

た
袋
を
作
ら
せ
て
、
茱
萸
（
グ
ミ
の
木
）
の
実
を
入
れ
、
腕
に
く
く
り
つ
け
、
高
い
山
に
登
っ
て
菊
酒
を
飲
め
ば
、
こ
の
禍
は
消

え
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
桓
景
は
言
わ
れ
た
通
り
に
、
家
人
こ
ぞ
っ
て
山
に
登
っ
た
。
夕
方
に
な
っ
て
家
に
帰
る
と
、
鶏
、

犬
、
牛
、
羊
は
一
度
に
急
死
し
て
い
た
。

﹇
考
察
﹈『
事
文
類
聚
』
は
重
陽
の
節
句
（
九
月
九
日
）
に
、
山
に
登
り
菊
酒
を
飲
む
風
習
の
起
源
を
述
べ
た
も
の
。
当
歌
は
日
本
の
国
見

歌
「
高
き
屋
に
登
り
て
見
れ
ば
煙
立
つ
民
の
か
ま
ど
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」（
新
古
今
和
歌
集
、
巻
七
、
賀
歌
、
七
〇
七
番
、
仁
徳
帝
）

も
踏
ま
え
る
。

（
平
石
岳
）

重
陽
宴

２４５
長
月
や
け
ふ
た
ま
ふ
氷
魚
の
よ
る
と
て
や
雲
井
に
あ
か
す
め
く
る
盃

重
陽
宴
。
公
事
根
源
云
、
十
月
の
旬
の
み
に
あ
ら
す
、
こ
と
日
も
氷
魚
を
た
ま
ふ
例
あ
り
。
又
、
群
臣
に
菊
酒
を
た
ま
は
る
。
大

か
た
は
五
月
の
節
会
に
お
な
し
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
八
四
一
番
。
公
事
根
源
、
九
月
、
重
陽
宴
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
公
事
根
源
集
釈
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

九
月
九
日
の
宴

九
月
の
今
日
、
賜
っ
た
氷
魚
が
寄
る
で
は
な
い
が
、
夜
に
宮
中
の
宴
で
飽
き
る
こ
と
な
く
巡
る
盃
で
あ
る
な
あ
。

重
陽
の
宴
。
公
事
根
源
に
よ
る
と
、
十
月
（
一
日
）
の
旬
儀
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
日
に
も
氷
魚
を
賜
る
前
例
が
あ
る
。
ま
た
、
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臣
下
た
ち
に
菊
酒
を
お
与
え
に
な
る
。
大
体
の
こ
と
は
五
月
の
節
会
と
同
じ
で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
公
事
根
源
』
は
応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
頃
に
、
一
条
兼
良
が
著
わ
し
た
有
職
故
実
に
関
す
る
書
。
引
用
個
所
は
、
宮
中
で

ひ

を

行
な
わ
れ
る
年
中
行
事
の
う
ち
、
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
句
に
関
す
る
個
所
。「
氷
魚
」
は
鮎
の
稚
魚
で
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
捕
れ
、

十
月
一
日
に
宮
中
で
催
さ
れ
る
孟
冬
の
旬
に
お
い
て
下
賜
さ
れ
た
。
当
歌
の
「
よ
る
」
は
「
夜
」
と
「
寄
る
」
の
掛
詞
。
氷
魚
は
網
代

に
寄
る
も
の
と
し
て
、
和
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
た
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
松
下
見
林
が
注
し
た
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
版
『
公
事
根
源
集
釈
』
を
使
用
。

（
廣
瀬
薫
）

白
菊

２４６
糸
を
た
に
染
る
は
か
な
し
秋
の
菊
心
に
も
あ
ら
て
色
や
か
は
ら
ん

淮
南
子
曰
、
墨
子
見
二

練
絲
一

而
泣
ク

之
、
為
下

其
可
二

以
テ

黄
一ニ
ス

、
可
中

以
テ

墨
ニ
ス
上

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
一
〇
番
。
淮
南
子
、
巻
一
七
、
説
林
訓
、
一
〇
一
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
淮
南
鴻
烈
解
』「
可
以
墨
│
可
以
黒
」。

﹇
訳
﹈

白
菊

白
い
糸
を
さ
え
染
め
る
の
は
悲
し
い
こ
と
だ
。
秋
の
白
菊
は
（
色
を
変
え
た
く
な
い
）
本
心
と
は
違
っ
て
色
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

淮
南
子
に
よ
る
と
、
墨
子
が
練
り
糸
（
白
く
柔
ら
か
い
絹
糸
）
を
見
て
泣
い
た
の
は
、
そ
の
色
を
黄
色
に
も
黒
に
も
で
き
る
た
め

で
あ
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈
出
典
は
戦
国
時
代
ご
ろ
の
思
想
家
で
あ
っ
た
墨
子
が
、
白
く
柔
ら
か
い
絹
糸
を
黄
色
に
も
黒
に
も
染
め
る
こ
と
が
選
べ
る
よ
う

― １３７ ―
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に
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
物
事
は
全
く
違
う
結
果
と
な
る
た
め
、
そ
の
選
択
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
個
所
。
ま

た
白
菊
は
、
霜
に
あ
た
る
と
花
び
ら
の
先
が
赤
紫
に
変
色
す
る
が
、
そ
の
美
し
さ
を
王
朝
人
は
賞
賛
す
る
一
方
、
心
変
わ
り
を
連
想
さ

ひ
と
と
せ

ふ
た

せ
る
も
の
と
し
て
和
歌
に
詠
ん
だ
。
例
「
色
か
は
る
秋
の
菊
を
ば
一
年
に
二
た
び
匂
ふ
花
と
こ
そ
見
れ
」（
古
今
和
歌
集
、
秋
下
、
二

七
八
番
、
読
人
知
ら
ず
）、「
白
菊
の
う
つ
ろ
ひ
ゆ
く
ぞ
あ
は
れ
な
る
か
く
し
つ
つ
こ
そ
人
も
か
れ
し
か
」（
後
拾
遺
和
歌
集
、
秋
下
、

三
五
五
番
、
良
暹
法
師
）。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
版
『
淮
南
鴻
烈
解
』
を
使
用
。
ま
た
『
蒙
求
』
に
も
同
文
が
見
ら
れ
る
。（

廣
瀬
薫
）

翫
宮
庭
菊

２４７
雲
の
う
へ
に
時
雨
も
し
ら
し
秋
の
菊
野
の
宮
人
の
う
ふ
る
た
め
し
に

順
家
集
云
、
貞
元
元
年
の
九
月
、
斎
宮
、
野
宮
に
前
栽
う
へ
て
、
ま
た
よ
む
。

新
古
今
、
雑
部
入

た
の
も
し
な
野
の
宮
人
の
う
ふ
る
菊
し
く
る
ゝ
月
に
あ
へ
す
な
る
と
も

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
二
五
番
。
順
家
集
、
二
五
七
番
。
新
古
今
和
歌
集
、
巻
一
六
、
雑
上
、
一
五
七
六
番
。

ハ

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
歌
仙
家
集
』「
貞
元
元
年
の
│
同
年
の
」「
う
ふ
る
菊
│
う
ふ
る
花
」「
あ
へ
す
│
あ
へ
す
」。

﹇
訳
﹈

宮
の
庭
の
菊
を
翫
ぶ

宮
中
で
時
雨
も
知
ら
な
い
秋
の
菊
（
が
咲
い
て
い
る
な
あ
）。
昔
、
野
宮
の
人
が
植
え
た
先
例
の
よ
う
に
。

源
順
の
私
家
集
に
よ
る
と
、
貞
元
元
年
の
九
月
、
斎
宮
が
野
宮
の
庭
に
草
木
を
植
え
て
、
ま
た
歌
を
詠
む
。

新
古
今
和
歌
集
、
雑
部
に
入
集
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頼
も
し
い
こ
と
だ
な
あ
。
野
宮
の
人
が
植
え
る
菊
の
花
よ
。
時
雨
の
降
る
十
月
に
、
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
。

の
の
み
や

﹇
考
察
﹈
源
順
の
和
歌
は
、
斎
宮
が
潔
斎
す
る
野
宮
に
新
し
く
植
え
ら
れ
た
草
木
の
頼
も
し
さ
を
称
え
、
斎
宮
の
永
久
の
栄
華
を
祝
っ
た

も
の
。
そ
れ
を
前
例
と
し
て
当
歌
は
、
天
皇
の
治
世
の
繁
栄
を
寿
ぐ
。

﹇
参
考
﹈『
歌
仙
家
集
』
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
版
を
使
用
。
こ
の
斎
宮
は
村
上
天
皇
の
第
四
皇
女
規
子
内
親
王
で
、
貞
元
元
年
（
九

七
六
）
九
月
二
一
日
に
野
宮
に
籠
も
っ
た
。

（
廣
瀬
薫
）

閑
庭
菊

２４８
も
み
ち
葉
も
わ
く
る
跡
な
き
さ
ひ
し
さ
を
ね
た
ま
し
か
ほ
の
庭
の
白
菊

帚
木
巻
云
、「
庭
の
紅
葉
こ
そ
、
ふ
み
分
た
る
跡
も
な
け
れ
」
な
と
、
ね
た
ま
す
。
菊
を
折
て
云
々
。

ネ
タ
マ
シ
カ
ホ
ニ

ヨ
リ
�
�
ツ
マ
ナ
ラ
ス

遊
仙
窟
曰
、
故
故
将
テ二

繊
キ―

手
ヲ一

時
々
弄
二

小
―

緒
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
一
六
番
。
源
氏
物
語
、
帚
木
巻
、
七
九
頁
。
遊
仙
窟
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。『
遊
仙
窟
』（
江
戸
初
期
無
刊
記
本
）「
小
緒
│
小
絃
」。

﹇
訳
﹈

人
け
の
な
い
庭
の
菊

紅
葉
の
落
ち
葉
を
踏
み
分
け
て
出
入
り
し
た
形
跡
も
な
い
心
細
さ
を
、
妬
ま
し
く
思
わ
せ
る
よ
う
な
庭
の
白
菊
だ
な
あ
。

帚
木
の
巻
に
よ
る
と
、「
庭
の
紅
葉
に
は
、
人
の
踏
み
分
け
て
き
た
跡
も
な
い
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
、
相
手
を
悔
し
が
ら
せ
る
。

菊
を
折
り
取
っ
て
云
々
。

遊
仙
窟
に
よ
る
と
、
妬
ま
し
く
思
わ
せ
る
よ
う
に
、
細
指
で
折
々
に
琴
糸
を
鳴
ら
す
。

― １３９ ―
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ち
ょ
う
さ
く

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
あ
る
殿
上
人
が
琴
を
弾
く
恋
人
に
向
か
っ
て
、
他
の
男
の
訪
れ
が
無
い
こ
と
を
か
ら
か
う
場
面
。
張
鷟
の

『
遊
仙
窟
』
は
唐
代
の
伝
奇
小
説
で
、『
万
葉
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
日
本
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

（
加
藤
森
平
）

対
菊
延
齢

柏
２４９
秋
の
き
く
花
の
光
も
ほ
し
の
名
の
老
ぬ
る
人
の
う
へ
に
こ
そ
見
め

活
法
、
星
部
曰
、
狼
比
地
有
二

火
星
一

。
曰
二

南
―

極
老
―

人
星
ト一

云
云
。

晋
、
天
文
志
。
南
―

極
、
常
ニ

以
二

秋
―

分
之
旦
ヲ一

見
レ二

于
丙
ニ一

、
春
―

分
ノ

之
夕
ヘ

没
ス二

于
丁
一

。
見
ル
時
ハ

―

則
治
―

平
主
ル二

寿
昌
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
八
二
番
、
一
九
五
八
番
。
円
機
活
法
、
天
文
門
、
星
、
老
人
星
。
晋
書
、
志
、
天
文
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
花
の
光
も
│
花
の
光
に
」（
一
九
五
八
番
）。『
円
機
活
法
』「
火
星
│
大
星
」。『
晋
書
』「
于
丙
│
于
景
」

「
夕
没
│
夕
而
没
」。

﹇
訳
﹈

菊
に
対
し
て
寿
命
を
延
ば
す

秋
の
菊
の
花
の
輝
き
も
（
治
平
と
長
寿
を
司
る
）
南
極
老
人
星
の
光
の
よ
う
で
、
老
い
た
人
の
身
の
上
に
（
重
ね
て
）
見
よ
う
。

円
機
活
法
の
星
の
部
に
よ
る
と
、
天
狼
星
の
近
く
に
火
星
が
あ
る
。
南
極
老
人
星
と
い
う
云
々
。

晋
書
の
天
文
志
。
南
極
老
人
星
は
常
に
秋
分
の
朝
に
は
南
南
東
微
南
に
見
え
、
春
分
の
夕
方
に
は
南
南
西
微
南
に
沈
む
。
こ
の
星

が
見
え
る
時
に
は
世
は
平
和
で
、
人
は
長
生
き
し
て
栄
え
る
。

﹇
考
察
﹈
南
極
老
人
星
は
龍
骨
座
の
ア
ル
フ
ァ
星
カ
ノ
ー
プ
ス
の
こ
と
。
古
来
中
国
で
は
こ
の
星
の
見
え
る
時
は
天
下
太
平
、
見
え
な
い

時
に
は
戦
乱
が
起
こ
る
と
い
う
。
南
極
老
人
と
は
七
福
神
の
一
つ
で
、
長
寿
と
福
禄
を
も
た
ら
す
福
禄
寿
の
異
称
。
天
狼
星
は
大
犬
座

『
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の
ア
ル
フ
ァ
星
シ
リ
ウ
ス
の
中
国
名
。
丙
と
丁
は
十
干
五
行
説
で
方
角
を
示
す
。「
老
い
ぬ
る
人
」（
年
老
い
た
人
）
に
「
南
極
老
人

星
」
の
意
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈「
久
方
の
雲
の
う
へ
に
て
見
る
菊
は
天
つ
星
と
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る
」（
古
今
和
歌
集
、
秋
下
、
二
六
九
番
、
と
し
ゆ
き
の
朝
臣
）

で
は
、
菊
を
空
の
星
に
重
ね
て
見
る
。「
濡
れ
て
ほ
す
山
路
の
菊
の
露
の
ま
に
い
つ
か
千
年
を
我
は
経
に
け
る
」（
古
今
和
歌
集
、
秋

下
、
二
七
三
番
、
素
性
法
師
）
で
は
、
菊
は
中
国
の
菊
水
の
故
事
か
ら
不
老
長
寿
を
約
束
す
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
。『
晋
書
』
の

本
文
異
同
に
は
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
版
を
使
用
。

（
加
藤
森
平
）

名
所
菊
花

２５０
道
の
く
は
名
に
の
み
菊
の
花
も
只
都
の
秋
の
し
ほ
か
ま
の
う
ら

い
せ
物
語
云
、
む
か
し
、
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み
、
い
ま
そ
か
り
け
り
。
か
も
川
の
ほ
と
り
に
、
六
条
わ
た
り
に
、
家
を
い
と

面
白
く
つ
く
り
て
、
住
給
ひ
け
り
。
神
無
月
の
晦
日
か
た
、
菊
の
花
う
つ
ろ
ひ
盛
な
る
に
、
下
略
。
し
ほ
か
ま
に
い
つ
か
き
に
け

む
│

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
二
三
番
、
六
二
二
七
番
。
伊
勢
物
語
、
八
一
段
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
伊
勢
物
語
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

名
所
の
菊
花

陸
奥
の
国
は
（
行
っ
た
こ
と
が
な
く
）
評
判
だ
け
聞
く
が
、
菊
の
花
も
ま
る
で
都
に
造
ら
れ
た
秋
の
塩
竃
の
浦
（
で
咲
い
て
い
た
よ
う

に
盛
り
）
だ
な
あ
。

伊
勢
物
語
に
よ
る
と
、
昔
、
左
大
臣
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
賀
茂
河
の
ほ
と
り
、
六
条
辺
り
に
、
家
を
た
い
そ
う
趣
深
く
造
っ

― １４１ ―
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て
、
お
住
み
に
な
っ
た
。
十
月
の
末
ご
ろ
、
白
菊
の
花
が
薄
紅
色
に
変
わ
り
美
し
さ
が
盛
り
で
あ
る
と
き
に
、
下
略
。（
都
か
ら

遠
い
）
塩
竃
に
、
い
つ
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
朝
凪
の
中
、
海
で
釣
を
す
る
船
は
、
こ
の
浦
に
寄
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

（
そ
う
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
風
趣
が
加
わ
る
だ
ろ
う
か
ら
。）

﹇
考
察
﹈『
伊
勢
物
語
』
の
「
塩
竈
」
は
、
宮
城
県
の
松
島
湾
内
に
あ
る
名
所
。「
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
」（
左
大
臣
源
融
。
生
没
八
二
二
〜

八
九
五
年
）
は
、
塩
竈
の
景
色
を
模
し
て
邸
内
に
庭
園
を
作
ら
せ
た
。「
菊
の
花
う
つ
ろ
ひ
盛
な
る
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
２４６
番
歌

の
﹇
考
察
﹈
参
照
。
当
歌
は
「
菊
」
に
「
聞
く
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
注
釈
に
引
用
さ
れ
た
和
歌
の
全
文
は
、「
塩
竃
に
い
つ
か
来
に
け
む
朝
な
ぎ
に
釣
す
る
船
は
こ
こ
に
寄
ら
な
む
」。

（
大
杉
里
奈
）

菊
副
齢

２５１
八
千
と
せ
の
秋
を
よ
は
ひ
の
玉
椿
契
り
か
置
し
霜
の
し
ら
菊

荘
子
曰
、
有
二

大
椿
ト
云

者
。
以
二

八
千
歳
一

為
レ

春
、
以
二

八
千
歳
一

為
レ

秋
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
二
九
番
。
荘
子
、
内
篇
、
逍
遙
游
第
一
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
菊
副
齢
│
菊
制
齢
」。『
荘
子
』
ナ
シ
。

そ

﹇
訳
﹈

菊
が
年
齢
を
副
え
る

ひ
と
秋
を
八
千
年
の
寿
命
と
す
る
玉
椿
は
、（
長
寿
を
）
誓
い
合
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
霜
が
降
り
た
白
菊
と
。

荘
子
に
よ
る
と
、
大
椿
と
い
う
木
が
あ
り
、
八
千
年
を
春
、
八
千
年
を
秋
と
し
た
。

﹇
考
察
﹈「
大
椿
」
は
中
国
古
代
の
伝
説
上
の
大
木
の
名
で
、
そ
の
一
年
は
人
間
界
の
三
万
二
千
年
に
当
た
る
と
い
う
。
当
歌
の
「
契
り
か
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置
き
し
」
に
、「
契
り
置
く
」
と
霜
が
「
置
く
」
と
を
掛
け
る
。
歌
題
の
「
菊
副
齢
」
は
菊
が
寿
命
を
増
し
た
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ

は
大
椿
の
お
蔭
か
と
詠
む
。

（
大
杉
里
奈
）

谷
菊

２５２
谷
風
に
香
を
と
め
く
れ
は
花
を
あ
ら
ふ
か
け
浅
か
ら
ぬ
菊
の
し
た
水

紀
納
言
。
谷
―

水
洗
フレ

花
ヲ

。
汲
ン
テ
二

下
―

流
ヲ一

而
得
タ
ル
二

上
―

寿
ヲ一

者
ノ

丗
―

余
―

家
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
一
八
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
巻
上
、
秋
、
九
日
付
菊
、
二
六
四
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

谷
の
菊

谷
風
が
運
ぶ
香
り
を
尋
ね
て
来
る
と
、
川
に
洗
わ
れ
た
菊
の
花
が
水
面
に
映
り
、
花
の
下
を
深
く
川
が
流
れ
て
い
く
な
あ
。

紀
長
谷
雄
。
酈
県
の
甘
谷
を
流
れ
る
川
は
、
山
中
の
菊
の
花
を
洗
っ
て
流
れ
る
。
下
流
付
近
で
そ
の
流
れ
を
汲
み
飲
料
水
に
す
る

お
か
げ
で
、
三
十
余
軒
の
家
の
人
々
が
百
三
十
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
。

﹇
考
察
﹈
紀
納
言
は
漢
学
者
で
あ
る
紀
長
谷
雄
（
生
没
八
四
五
〜
九
一
二
年
）
の
通
称
。
２５３
番
歌
に
引
か
れ
る
酈
県
は
、
河
南
省
南
陽
市

の
西
北
の
地
域
。「
上
寿
」
に
つ
い
て
も
２５３
番
歌
、
参
照
。

（
大
杉
里
奈
）

菊

柏
２５３
つ
も
り
て
は
渕
も
浅
し
や
名
に
し
お
ふ
な
か
れ
を
菊
の
花
の
う
へ
の
露
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事
文
類
聚
後
集
。
二
十
七
曰
、
南
―

陽
―

郡
ノ

酈
│

縣
有
二

甘
―

谷
一

水
甘
―

美
ナ
リ

。
其
山
│

上
ニ

有
二

大
│

菊
一

落
│

水
従
二

山
│

下
一

流
得
二

其
ノ

滋
│

液
一

。
谷
―

中
有
二

三
十
余
家
一

不
二

復
穿
一レ

井
、
仰
飲
二

此
ノ

水
ヲ一

。
上
―

寿
ハ

百
二
三
十
、
其
ノ

中
―

年
モ

亦
七
―

八
―

十
云
云
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
七
二
番
、
二
二
五
七
番
。
雪
玉
集
、
四
五
五
八
番
。
古
今
事
文
類
聚
後
集
、
巻
二
九
、
花
卉
部
、
菊
花
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』「
巻
二
七
│
巻
二
九
」「
其
山
上
│
云
其
山
上
」「
三
十
余
家
│
三
千
余
家
」

「
其
中
年
│
中
年
」。

﹇
訳
﹈

菊

年
月
が
積
み
重
な
る
に
つ
れ
土
砂
が
積
も
り
積
も
っ
て
は
、
淵
も
浅
く
な
る
な
あ
。
菊
の
花
の
上
に
宿
る
露
か
ら
生
じ
た
、
有
名
な
流

れ
だ
と
聞
く
が
。

事
文
類
聚
後
集
。
巻
二
十
七
に
よ
る
と
、
南
陽
郡
の
酈
縣
に
は
甘
谷
と
い
う
所
が
あ
り
、
水
が
甘
美
で
あ
る
。
そ
の
山
の
上
に
あ

る
大
き
な
菊
花
が
水
に
落
ち
、
山
の
下
か
ら
流
れ
て
、
川
に
菊
花
の
エ
キ
ス
が
流
れ
込
む
。
谷
の
中
に
住
む
三
十
余
軒
の
家
は
井

戸
を
掘
ら
ず
、
川
の
水
を
頼
っ
て
飲
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
長
生
き
す
る
者
は
百
二
三
十
歳
、
中
程
度
の
者
も
七
八
十
歳
（
ま
で

生
き
ら
れ
る
）
云
々
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
「
積
も
り
」
に
年
月
が
積
も
る
と
土
砂
が
積
も
る
、「
菊
」
に
「
聞
く
」
を
掛
け
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
版
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
を
使
用
。

（
呉
慧
敏
）

移
座
就
菊
叢

２５４
白
妙
の
袖
か
と
見
つ
ゝ
来
し
物
を
菊
の
垣
根
そ
立
も
さ
ら
れ
ぬ
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南
史
。
渕
明
九
月
九
日
、
無
レ

酒
坐
二

籬
―

辺
叢
中
ニ一

摘
レ

菊
盈
レ

杷
ニ

而
坐
久
之
望
│二

見
白
衣
ノ

人
ノ

至
ル
ヲ
一

。
太
―

守
王
│

弘
送
レ

酒
、
飲
酔

而
帰
云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
〇
九
八
番
。
南
史
、
巻
七
五
、
隠
逸
上
、
陶
潜
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
南
史
』「
渕
明
│
甞
」「
坐
籬
辺
│
出
宅
辺
」「
叢
中
摘
菊
盈
杷
而
│
菊
叢
中
」「
望
見
白
衣
人
至
│

ナ
シ
」「
太
守
王
弘
│
逢
弘
」「
送
酒
│
送
酒
至
」「
飲
酔
而
帰
│
即
便
就
酌
酔
而
後
帰
」。

﹇
訳
﹈

座
を
移
し
て
菊
の
叢
に
と
ど
ま
る

（
酒
を
持
っ
て
き
た
人
の
）
白
い
袖
か
と
見
な
が
ら
来
た
が
、（
そ
れ
は
白
衣
で
は
な
く
）
白
菊
（
で
そ
）
の
垣
根
を
立
ち
去
る
こ
と
も

で
き
な
い
な
あ
。

南
史
。
陶
淵
明
は
（
菊
酒
を
飲
む
）
九
月
九
日
な
の
に
酒
が
な
く
、
垣
根
の
辺
り
の
草
む
ら
に
座
り
、
菊
の
花
を
摘
ん
だ
。（
知

ら
な
い
う
ち
に
）
花
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
長
い
時
間
、
座
っ
て
い
た
。（
遠
く
か
ら
）
白
い
衣
の
人
が
近
づ
い
て
来
る
の
が
見

え
た
。（
そ
れ
は
）
太
守
の
王
弘
が
酒
を
送
っ
て
き
た
の
だ
。（
陶
淵
明
は
そ
の
酒
を
）
飲
み
酔
っ
て
帰
っ
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈
陶
淵
明
は
東
晋
時
代
の
文
学
者
。
王
弘
の
酒
を
詠
ん
だ
漢
詩
は
、「
涼
秋
月
尽
早
霜
初
。
殘
菊
白
花
雪
不
如
。
老
眼
愁
看
何
妄

想
。
王
弘
酒
使
便
留
居
」（『
菅
家
後
草
』「
秋
晩
題
白
菊
」）、
白
菊
を
白
衣
に
見
ま
ち
が
う
例
は
、「
菊
の
花
の
も
と
に
て
、
人
の
、
人

待
て
る
か
た
を
よ
め
る
。
花
見
つ
つ
人
待
つ
時
は
白
妙
の
袖
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る
」（
古
今
和
歌
集
、
秋
下
、
二
七
四
番
、

紀
友
則
）
な
ど
が
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
清
朝
の
順
治
一
三
年
（
一
六
五
六
）
版
『
南
史
』
を
使
用
。

（
呉
慧
敏
）
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紅
葉

柏
２５５
し
た
も
み
ち
染
る
雫
は
松
杉
の
あ
ゐ
よ
り
出
て
青
き
色
か
な

筍
子
。
見
二

于
春
部
柳
歌
ノ

註
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
九
九
〇
番
、
二
一
五
三
番
。
雪
玉
集
、
七
四
一
六
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
紅
葉
│
紅
葉
二
首
」「
か
な
│
か
は
」（
雪
玉
集
）。

﹇
訳
﹈

紅
葉

し
ず
く

樹
木
の
下
葉
を
赤
く
染
め
る
雫
は
、
青
々
と
し
た
松
や
杉
よ
り
生
じ
て
、
さ
ら
に
青
い
色
だ
ろ
う
な
あ
。

筍
子
。
春
部
、
柳
の
歌
の
注
に
見
え
る
。（
２４
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈『
雪
玉
集
』
の
本
文
で
は
末
尾
が
詠
嘆
の
「
か
な
」
で
は
な
く
反
語
の
「
か
は
」
に
な
り
、
文
末
の
訳
は
「
さ
ら
に
青
い
色
だ
ろ

う
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
ろ
う
。」
と
な
り
、
雫
は
紅
葉
さ
せ
る
の
だ
か
ら
青
色
の
は
ず
が
な
い
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

（
呉
慧
敏
）

２５６
け
ふ
見
す
は
に
し
き
も
い
か
に
く
ら
ふ
山
や
み
に
過
な
ん
秋
の
も
み
ち
は

史
記
。
項
羽
本
紀
曰
、
冨
―

貴
ニ
シ
テ

不
レ

帰
二

故
郷
一

、
如
二

衣
テレ

繍
ヲ

夜
ル

行
カ一

。
誰
カ

知
ルレ

之
ヲ

者
ナ
ラ
ン

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
四
一
七
番
。
史
記
、
項
羽
本
紀
、
四
六
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
史
記
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
紅
葉
）

く
ら
ぶ
や
ま

暗
部
山
の
暗
闇
の
中
で
盛
り
を
過
ぎ
て
し
ま
う
秋
の
も
み
じ
葉
を
、
今
日
見
な
い
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
錦
と
も
比
べ
ら
れ
よ
う
か
。

史
記
。
項
羽
本
紀
に
よ
る
と
、
富
貴
な
身
分
に
な
っ
て
も
故
郷
に
帰
ら
な
い
の
は
、
錦
繍
を
着
て
真
暗
な
夜
道
を
行
く
よ
う
な
も

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）
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の
だ
。
せ
っ
か
く
の
成
功
・
富
貴
を
誰
も
知
っ
て
は
く
れ
な
い
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈『
史
記
』
項
羽
本
紀
の
「
衣
繍
」
は
、『
漢
書
』
項
籍
伝
で
は
「
衣
錦
」
で
本
文
が
異
な
る
。「
見
る
人
も
な
く
て
散
り
ぬ
る
奥
山

の
紅
葉
は
夜
の
錦
な
り
け
り
」（
古
今
和
歌
集
、
秋
下
、
二
九
七
番
、
紀
貫
之
）
に
よ
り
「
夜
の
錦
」
と
い
う
歌
語
と
し
て
定
着
し
、

無
意
味
な
こ
と
、
甲
斐
の
な
い
こ
と
を
い
う
比
喩
表
現
と
な
る
。
暗
部
山
は
光
が
射
さ
ず
暗
い
所
と
し
て
有
名
な
山
。
当
歌
は
「
く
ら

ぶ
」
に
「
比
ぶ
」
を
掛
け
る
。

（
竹
田
有
佳
）

山
皆
紅
葉

２５７
も
み
ち
は
に
立
か
く
さ
れ
て
見
し
花
の
か
た
は
ら
な
り
し
太
山
木
も
な
し

栬
賀
巻
の
こ
と
葉
、
春
の
部
に
見
え
た
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
一
四
五
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

全
山
、
紅
葉

紅
葉
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
春
に
見
た
桜
の
傍
ら
に
あ
っ
た
山
奥
の
木
も
（
見
え
）
な
い
。

紅
葉
賀
の
巻
の
言
葉
は
、
春
の
部
に
見
え
て
い
る
。（
３５
番
歌
、
参
照
）

み
や
ま
ぎ

み
や
ま
ぎ

﹇
考
察
﹈
３５
番
歌
に
引
か
れ
た
「
立
ち
並
び
て
は
、
花
の
傍
ら
の
太
山
木
な
り
。」（
源
氏
物
語
）
で
、「
花
の
傍
ら
の
深
山
木
」
と
は
、
優

れ
た
も
の
の
そ
ば
に
あ
る
た
め
、
は
な
は
だ
見
劣
り
す
る
も
の
の
例
え
。
４９
番
歌
、
５０
番
歌
、
参
照
。

（
竹
田
有
佳
）

葛
回
墻

― １４７ ―
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２５８
山
さ
と
は
あ
し
垣
ま
か
き
岩
垣
も
只
一
む
ら
の
葛
の
し
た
か
せ

催
馬
楽
、
芦
垣
。
あ
し
か
き
ま
か
き
か
き
分
て
、
て
ふ
こ
す
と
お
ひ
こ
す
と
下
略

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
七
八
三
六
番
。
催
馬
楽
、
葦
垣
、
一
四
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
回
墻
│
廻
牆
」。『
催
馬
楽
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

葛
、
垣
を
巡
る

山
里
は
葦
垣
に
も
籬
に
も
岩
垣
に
も
、
一
群
れ
の
葛
（
が
這
い
巡
る
ば
か
り
）
で
、
そ
の
下
を
風
が
吹
く
な
あ
。

催
馬
楽
、
芦
垣
。
芦
垣
や
真
垣
を
か
き
分
け
て
、
と
ん
と
越
す
と
、（
あ
の
娘
を
）
背
負
っ
て
越
す
と
下
略
。

﹇
考
察
﹈
催
馬
楽
は
、
夜
這
い
を
し
た
と
噂
を
立
て
ら
れ
て
抗
議
す
る
男
の
一
節
。
葛
は
秋
の
七
草
の
一
つ
で
、
風
に
翻
る
と
白
い
葉
裏

が
印
象
的
で
あ
り
、
ま
た
白
は
五
行
思
想
に
よ
る
と
秋
の
色
で
あ
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
寛
文
八
年
（
一
六
八
八
）
版
『
梁
塵
愚
案
抄
』（
一
条
兼
良
著
）
を
使
用
。

（
竹
田
有
佳
）

古
寺
紅
葉

２５９
ゆ
く
袖
も
に
し
き
と
見
え
て
墨
染
の
夕
の
寺
に
あ
ま
る
紅
葉
は

重
―

畳
タ
ル

煙
嵐
之
断
ル―

処
、
晩
―

寺
ニ

僧
帰
。

鈴
虫
の
巻
の
詞
。
夕
の
寺
に
置
所
な
け
な
る
ま
て
、
所
せ
き
い
き
ほ
ひ
に
な
り
て
な
ん
、
僧
と
も
は
か
へ
り
け
る
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
九
九
三
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
僧
、
六
〇
四
番
。
源
氏
物
語
、
鈴
虫
巻
、
三
七
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
註
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

― １４８ ―



﹇
訳
﹈

古
寺
の
紅
葉

去
り
ゆ
く
僧
の
黒
衣
の
袖
も
錦
の
よ
う
に
き
ら
び
や
か
に
見
え
る
ほ
ど
、
墨
染
め
の
よ
う
な
夕
暮
れ
の
寺
に
、
紅
葉
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

山
間
の
幾
重
に
も
重
な
っ
た
も
や
の
切
れ
目
に
、
夕
暮
れ
の
寺
に
帰
る
僧
が
見
え
る
。

鈴
虫
の
巻
の
言
葉
。
夕
方
に
な
り
、
寺
に
置
き
所
が
な
く
な
る
ほ
ど
、
豪
勢
な
お
布
施
を
頂
い
た
様
子
で
、
僧
た
ち
は
帰
っ
て
行

っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
女
三
の
宮
の
持
仏
開
眼
供
養
の
際
に
、
光
源
氏
を
は
じ
め
朱
雀
院
や
今
上
帝
か
ら
の
寄
進
が
豪
勢
で
、
寺
に

入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
布
施
を
い
た
だ
き
、
僧
た
ち
が
退
出
す
る
場
面
。
当
歌
は
寺
の
周
り
に
広
が
る
紅
葉
が
、
僧
衣
の
袖
の
上
に
重

な
り
、
ま
る
で
錦
を
着
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
詠
む
。
当
歌
の
「
墨
染
」
は
僧
衣
と
、
夕
べ
の
薄
暗
さ
を
掛
け
る
。

（
平
石
岳
）

紅
葉
写
水

２６０
く
れ
な
ゐ
の
木
末
の
秋
は
水
を
染
波
を
も
そ
む
る
露
し
く
れ
か
な

朗
詠
集
。
染
メレ

枝
ヲ

染
ムレ

浪
ヲ

。
表
裏
一
―

入
再
―

入
ノ

之
紅
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
九
〇
〇
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
上
、
春
、
花
付
落
花
、
一
一
六
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
紅
葉
写
水
│
紅
葉
潟
水
」。『
和
漢
朗
詠
集
註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

紅
葉
、
水
に
写
る

こ
ず
え梢が
紅
に
な
る
秋
の
九
月
は
、（
紅
葉
で
）
水
も
波
を
も
染
め
る
、
露
や
時
雨
（
の
季
節
）
だ
な
あ
。

和
漢
朗
詠
集
。（
梢
の
桜
花
は
）
枝
を
（
紅
に
）
染
め
、
水
面
に
映
っ
て
波
を
（
紅
に
）
染
め
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

― １４９ ―
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さ
ま
は
、
衣
の
表
裏
を
紅
の
染
料
で
幾
度
も
染
め
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
。

﹇
考
察
﹈『
和
漢
朗
詠
集
』
は
菅
原
文
時
が
桜
花
を
詠
っ
た
漢
詩
。
当
歌
は
桜
を
紅
葉
に
置
き
換
え
、
葉
を
紅
葉
さ
せ
る
露
と
時
雨
を
詠

こ
ず
え

む
。「
木
末
の
秋
」
は
九
月
の
異
称
。

﹇
参
考
﹈
類
歌
「
枝
を
そ
め
波
を
も
染
め
て
紅
葉
ば
の
し
た
て
る
山
の
滝
の
し
ら
糸
」（
新
千
載
和
歌
集
、
秋
下
、
五
八
八
番
、
常
磐
井
入

道
前
太
政
大
臣
）。

（
平
石
岳
）

雨
中
紅
葉

２６１
秋
の
雨
こ
れ
や
錦
を
あ
ら
ふ
江
の
ぬ
れ
て
紅
葉
は
色
ま
さ
る
ら
ん

白
氏
六
帖
、
見
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
三
九
九
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雨
の
中
の
紅
葉

秋
の
雨
、
こ
れ
こ
そ
が
錦
を
洗
う
川
な
の
だ
な
あ
。（
秋
雨
に
）
濡
れ
て
紅
葉
は
色
が
ま
す
ま
す
濃
く
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

白
氏
六
帖
、
春
の
部
に
見
え
る
。（
４６
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
錦
を
あ
ら
ふ
江
」
は
、
４６
番
歌
に
引
く
「
蜀
―

成
│

都
ニ

有
二

濯
レ

錦
ヲ

之
江
一

」
の
「
錦
江
」。
そ
の
川
で
錦
を
洗
う
と
色
つ
や
が
増

さ
る
よ
う
に
、
当
歌
は
秋
雨
が
紅
葉
を
洗
っ
て
色
を
増
す
と
詠
む
。

（
廣
瀬
薫
）

紅
葉
如
酔

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）
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碧
２６２
も
み
ち
は
ゝ
折
た
く
人
の
心
を
や
く
み
て
千
入
の
色
に
み
す
ら
む

白
氏
文
集
。
林
│

間
ニ

暖
メ
テ
レ

酒
ヲ

焼
二

紅
葉
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
秋
、
紅
葉
如
酔
。
白
氏
文
集
、
巻
一
四
、
送
王
十
八
帰
山
寄
題
仙
遊
寺
。

﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
も
み
ち
は
ゝ
│
紅
葉
ゝ
を
」「
折
た
く
│
折
焼
」。『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

紅
葉
が
酔
っ
て
い
る
か
の
よ
う
（
に
赤
い
）

紅
葉
の
葉
は
、
折
っ
て
火
に
く
べ
る
人
の
心
を
察
し
て
、
何
度
も
染
料
に
つ
け
て
染
め
た
色
に
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

白
氏
文
集
。
林
間
で
紅
葉
を
燃
や
し
て
酒
を
暖
め
る
。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
は
、
白
居
易
が
友
人
の
王
十
八
が
帰
郷
す
る
の
を
送
り
、
彼
の
故
郷
に
あ
る
仙
遊
寺
の
光
景
を
詠
っ
た
も
の
。
当

歌
は
、
紅
葉
が
赤
い
の
は
、
そ
の
枝
を
折
っ
て
火
に
く
べ
、
酒
を
暖
め
酔
っ
て
顔
が
赤
く
な
る
人
に
合
わ
せ
た
か
ら
か
と
詠
む
。「
心

ち
し
ほ

を
く
む
」
の
「
く
む
」
は
「
酒
を
く
む
」
の
縁
語
。「
千
入
の
色
」
に
つ
い
て
は
２６０
番
歌
の
漢
詩
を
参
照
。

﹇
参
考
﹈『
白
氏
文
集
』
の
漢
詩
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
上
、
秋
、
秋
興
、
二
二
一
番
に
も
収
録
さ
れ
、『
平
家
物
語
』
や
謡
曲
な
ど
に
も
多

く
引
か
れ
る
。

（
廣
瀬
薫
）

紅
葉
映
日

柏
２６３
夕
日
影
色
こ
き
ま
ゝ
に
き
さ
ら
き
の
花
を
も
い
は
し
み
ね
の
紅
葉
ゝ

杜
牧
詩
。
霜
―

葉
ハ

紅
ナ
リ
二

於
二
月
ノ

花
ヨ
リ
モ

一

。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
秋
、
紅
葉
映
日
。
三
体
詩
、
巻
上
、
山
行
。

― １５１ ―
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﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』「
紅
葉
ゝ
│
蒙
葉
」。『
三
体
詩
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

紅
葉
が
日
に
映
え
る

峰
の
紅
葉
は
夕
日
に
映
え
て
色
が
濃
い
の
に
ま
か
せ
て
、
二
月
の
（
赤
い
）
花
の
こ
と
も
言
う
ま
い
。

杜
牧
の
詩
。
晩
秋
の
霜
に
染
ま
っ
た
楓
樹
の
葉
は
、
春
の
盛
り
に
咲
く
花
よ
り
も
、
さ
ら
に
深
紅
に
輝
い
て
い
る
。

﹇
考
察
﹈『
三
体
詩
』
は
宋
末
の
周
弼
の
撰
。
唐
の
詩
人
百
六
十
七
家
の
近
体
詩
を
、
七
言
絶
句
・
七
言
律
・
五
言
律
の
三
体
に
分
類
し
て

収
め
た
も
の
。
杜
牧
の
詩
も
当
歌
も
紅
葉
を
春
の
花
よ
り
赤
い
と
詠
む
が
、
紅
葉
さ
せ
た
も
の
と
し
て
杜
牧
は
霜
、
当
歌
は
夕
日
を
取

り
上
げ
る
。

﹇
参
考
﹈
本
文
異
同
に
は
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
版
を
使
用
。
異
同
に
挙
げ
た
「
蒙
」
は
モ
ミ
チ
と
読
み
、
紅
葉
の
意
。（

加
藤
森
平
）

鐘
声
送
秋

同
２６４
ゆ
く
秋
に
舟
も
車
も
何
な
ら
し
か
ね
は
は
る
か
に
送
る
声
か
な

菅
丞
相
。
送
ル
ニ
レ

春
ヲ

不
レ

用
レ

動
二

舟
―

車
ヲ一

。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
〇
二
六
番
、
一
九
六
〇
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
春
、
三
月
尽
、
五
三
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
鐘
声
送
秋
│
鐘
声
遣
秋
」（
一
〇
二
六
番
）「
何
な
ら
し
│
な
に
な
ら
で
」（
一
九
六
〇
番
）。『
和
漢
朗
詠
集

註
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

鐘
の
音
が
秋
を
送
る

過
ぎ
去
る
秋
を
送
る
の
に
、
舟
も
車
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
だ
ろ
う
。
鐘
の
音
が
、
遥
か
遠
く
に
去
っ
て
い
く
秋
を
見
送
っ
て
い
る

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）

― １５２ ―



な
あ
。菅

原
道
真
大
臣
。
行
く
春
を
送
る
の
に
、
舟
や
車
と
い
っ
た
乗
物
を
用
意
し
て
や
る
必
要
も
な
い
こ
と
だ
。

﹇
考
察
﹈
道
真
の
漢
詩
は
、「
唯
別
残
鶯
与
落
花
」（
春
は
鶯
の
鳴
き
声
と
散
る
花
に
送
ら
れ
て
過
ぎ
る
）
と
続
く
。

（
加
藤
森
平
）

― １５３ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

秋
部
（
下
）






